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    第 ３ 報告第 ２号 専決処分した事件の報告について（加美町営北原住宅シルバー 

               ハウジング棟新築工事請負契約の締結について） 
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    第２７ 議案第２４号 公の施設の指定管理者の指定について（加美町営放牧場） 

    第２８ 議案第２５号 字の区域を新たに画することについて 
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     午前１０時００分 開議 

○議長（下山孝雄君） 皆さん、おはようございます。 

  本日は大変ご苦労さまでございます。 

  ただいまの出席議員は20名であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

                                            

     日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（下山孝雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第123条の規定により、15番伊藤 淳君、16番伊藤信行

君を指名いたします。 

                                            

     日程第２ 一般質問 

○議長（下山孝雄君） 日程第２、一般質問を行います。 

  一般質問の順序は、昨日に引き続き、通告のあった順序で行います。 

  それでは、通告11番、14番工藤清悦君の一般質問を許可いたします。ご登壇願います。 

     〔14番 工藤清悦君 登壇〕 

○14番（工藤清悦君） おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  通告させていただいておりました職員による１人１プロジェクトについて伺いたいと思いま

す。それから、２問目の町長の平成27年度の施政方針についてお伺いをしたいと思います。 

  初めに、１人１プロジェクトについてですけれども、平成24年度と平成25年度に職員の方々

が所属課を横断して町が抱えている課題解決のために１人１プロジェクトに取り組まれており

ました。この提案を町の施策にどのように生かされたのかをお伺いしたいと思います。 

  平成24年度には18のプロジェクト、そして平成25年度には13のプロジェクトに取り組まれて

おります。プロジェクトの内容を見ますと、行政改革や行政課題の解決、それから町の活性化

策、そして生涯学習に関することなど、多岐にわたってプロジェクトに取り組んでおられまし

た。この提案をベースに具現化されたのかはわかりませんけれども、既に取り組まれている内

容も見受けられると思います。今後、提案された中から取り組んでいかれるプロジェクトはあ

るのかを町長に伺いたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

     〔町長 猪股洋文君 登壇〕 
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○町長（猪股洋文君） おはようございます。 

  それでは、早速でありますけれども、１人１プロジェクトについて答弁をさせていただきた

いと思います。 

  すぐに行動に移せる提案から、あるいは将来の夢が広がる提案、さまざまな提案、大変内容

の濃い提案をいただきました。その中から、既に実施に至ったもの、そして実施に向けた取り

組みが始まっているものをご紹介したいと思っております。 

  まず、イメージキャラクター作成プロジェクトにおいて、職員からキャラクターの募集を行

ったほか、町民提案型事業によって商工会が実施したゆるキャラ作成委員会にも参加し、かみ

～ごの誕生に一役買っているところでございます。 

  また、２点目としまして、音楽フェスタ開催プロジェクトからの提案を受け、平成25年のゴ

ールデンウイーク期間中、小野田、中新田、宮崎、各地区でクラシックやジャズのコンサート

を開催し、音楽の町加美を内外にアピールしたと。そのきっかけとなったわけでありますし、

その後の音楽によるまちづくりにもつながっているということです。 

  また、廃校利用プロジェクトからの提案については、平成26年３月をもって統合しました上

多田川小学校跡地利用検討委員会の検討に生かされているということです。 

  また、ホームページ更新プロジェクトの提案につきましても、見やすく親しみやすいものと

するということで検討を重ね、平成26年４月の更新に当たっては、その内容に配慮したものと

なっております。 

  また、防災ＦＭラジオ局開局プロジェクトにつきましては、本年度から、独自に開設したわ

けではありませんが、おおさきエフエムと契約を結び、町の情報発信を開始しております。 

  また、行政施設の再編による効率化とサービス向上を目指す公共施設統合プロジェクトで提

案された中新田交流センターへの指定管理者導入については、この４月から実施となります。 

  また、町内の案内板、標識を来町者にわかりやすいものとするためのサイン計画プロジェク

トからの提案については、薬莱施設から宮崎陶芸の里へ来町者を誘導するための案内板を設置

したほか、今後、提案内容を取り入れながら整備を進めることとしております。 

  また、今後のまちづくりにつながるものとしましては、町民との協働を進めるための指針と

なるまちづくり基本条例検討プロジェクトにおいて検討された先進自治体の事例や課題等につ

いて今後の取り組みに生かしていくほか、空き店舗活用プロジェクトから提案された空き店舗

の活用及び美しい町並みづくり事業や市民活動スタートアップ講座との連携、さらに少子化対

策プロジェクトから提言された子育てサポートの充実や若者が働ける町、定住したくなる町に
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ついても、提言を生かし、今後課題として取り組んでまいりたいと考えております。 

  このほか、職員ボランティア推進プロジェクトでは、メンバーたちが会議室から飛び出し、

実際に南三陸に行って瓦れき除去のボランティア作業に当たるなど、その行動力に大変驚かさ

れたものであります。 

  さまざまな提案、提言がありましたので、実現したもの、あるいは現在進行中のもの、これ

から取り組むものとしてもさまざまありますが、生かしてまいりたいというふうに考えており

ます。 

○議長（下山孝雄君） 工藤清悦君。 

○14番（工藤清悦君） ありがとうございました。数々の町政課題、またはまちづくりのために

提案をしていただいて、町長がお話しするように実現化したもの、または取り組んでおられる

ものというふうにお伺いしました。 

  職員の方々、このぐらいの膨大なプロジェクトに取り組んだわけですけれども、一見我々か

らしますと、通常の業務がありながら、こういう所管でないといいますか、本来の部署でない

横断的に職員の方々が集まって取り組んだということですけれども、これ、愚問かもしれない

んですけれども、業務への支障といいますか、その辺の工夫といいますか、どのようにされて

いたのかなというような思いがするんですが、町長、その辺はどのように捉えておったのかお

伺いしたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 副町長。 

○副町長（吉田 惠君） おはようございます。副町長でございます。 

  この職員の１人１プロジェクト、多岐にわたっております。これは、今工藤議員がおっしゃ

るように、職員が自分で所管している仕事以外にも町全体を広い視野で見ようと。そして、自

分が例えばそれぞれ異動しますので、今かかわっている仕事だけではないいろんな角度から自

分の仕事を見つめる契機にもなるだろうということで、その今携わっているところの時間がそ

の会議のために１時間なくなるというようなことは当然あるかもしれませんけれども、それ以

上に町にとって新しい視点、新しい姿、ビジョンを考えるということは職員にとっても大変望

ましいことであろうということでこれを始めたものでございまして、そして、そのグループに

なった人たちが自分たちで時間を調整して、仕事に支障のない形で何とか集まって、さまざま

な自分たちの課題のためにどういうことがいいんだろうかと話し合う機会をみずからつくって

いったということでございまして、その仕事のそのために支障を来すと、どうしても参加でき

ないときはその人はその日は欠席ということもあり得たわけですから、みんな時間を調整しな
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がら、そしていろいろな夢を描いていったというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（下山孝雄君） 工藤清悦君。 

○14番（工藤清悦君） 職員の持っている能力を遺憾なくこのプロジェクトにぶつけていただい

た、発揮していただいたというふうに感じ取れるんですけれども、また反面、このぐらい効果

のある事業を考える、または課題解決策を考えるということになると、これはちょっと見方が

おかしいかもしれないですけれども、こういうスタッフが集まっていれば町の課題解決になる、

結局はその庁舎全体の人事の力といいますか、人事の妙というか、そういう職員の方々の潜在

能力を引き出すような配置関係ということにもつながってくるのかなというような思いもして

います。 

  そういう意味でも、やはりぜひ今まで力を発揮された方々と同等に、担当部署でも解決でき

る方策というものも考えていかなくちゃいけないのかなというふうには思っています。そうい

う意味では、横断的に集まったからこういうものができたということではなくて、既存の担当

課の中でも、これから町長が27年度に向けて施政方針の中でさまざまな町の方向性を示してい

るわけですので、それを十分に考えを共有しながらまちづくりに進めていくというようなこと

も必要になってくると思うんですけれども、通常、我々はそういうところまではなかなか考え

つかなくて、この１人１プロジェクトの効果というもので感じさせてもらったんですけれども、

町長、今後の町長のまちづくりに対する思いを実現する配置体制といいますか、そういうもの

に対して心がけているところ、または突出してこういうものをやっていただきたいのでこうい

う布陣でいくとかというものがありましたら、お願いしたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） 組織といいますのは生き物ですから、社会環境、社会情勢の変化に応じ

て、これは柔軟に変化をしていくということは当然のことであります。今回、新たに企業立地

推進室をひと・しごと支援室というふうに衣がえしたのもその一例でございます。 

  また、どうしても行政というのは縦割り行政と言われるように縦割りの弊害というものがあ

りますので、やはり個々の部署だけで問題、課題を解決しようとしても、それは難しいと私は

思っております。ですから、ここで当然これは所管の仕事をしていただくことは当然のことで

ありますけれども、やはり臨機応変に横断的にプロジェクトチーム等をつくってやっていくと

いうことがとても大事だと思っております。 

  例えば一つの例を挙げれば、このシルバーハウジングの建設に当たっては、もともとこのシ
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ルバーハウジングというのは、いわゆる福祉と住宅政策というのは全くばらばらだったわけで

すよね。それを１つにしていこうという国の大きな動きもありまして、それで当然町は地域包

括ケアという中で、やはり高齢者専用住宅は必要であると。地域の中で安心して暮らしていた

だくためには必要な施設であるというふうな中でこれは取り組んだわけですけれども、当然こ

れを進めていくためには、保健福祉課、それから建設課、あるいは包括支援センター、あるい

は税務課、あるいは町民課と、さまざまなところが関係をしてくるわけですから、そういった

方々がプロジェクトチームをつくって、そして調査研究をし、そして形にしていったと。です

から、そういったその時々の課題に応じて横断的なプロジェクトチームというのをつくり、そ

して柔軟に対応していくということ、また、適材適所の人事ということも当然これは心がけて

いく必要があるというふうに考えております。 

○議長（下山孝雄君） 工藤清悦君。 

○14番（工藤清悦君） 大変効果のあることだったと思うんですけれども、今後、町長、こうい

う職員総参加による、課長はまじっていないと思うんですけれども、今後１人１プロジェクト

のような体制を組んでいかれる、またはその方向性があるのかどうか、お伺いをしたいと思い

ます。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） 今年度、実施したいと思っております。昨年度はさまざまなことがあり

まして、なかなかそのような状況ではありませんでしたが、今年度は、これまでよりはもう少

しプロジェクトのテーマを絞りたいと、数もですね、絞りたいと思っておりますけれども、実

施をしていきたいと思っております。やはりこのことでもって、提言・提案していただいたこ

とを実施に移すということももちろん大事なことなんですが、その過程で職員がさまざまな広

範囲な視点を持つことができると。そして、まさに職員の資質の向上、能力の開発、そういっ

たことにつながっているというふうに感じておりますし、また、職員からも好評を得ておりま

すので、ぜひ来年度実施をしてまいりたいと思っております。 

○議長（下山孝雄君） 工藤清悦君。 

○14番（工藤清悦君） チームによっては先進事例を研修に行ったり、そういうこともあったと

いうふうに聞いておりますけれども、来年度は実施したいというような町長のお話ですけれど

も、予算面とか、それから担当課でのやりくりとか、副町長にどうしても都合悪い人は参加で

きなかった場合もあるよというようなお話も受けたんですけれども、そういう課の協力体制と

いいますか、そういうことに対してのお考えをお伺いしたいと思います。 
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○議長（下山孝雄君） 副町長。 

○副町長（吉田 惠君） 副町長でございます。 

  この１人１プロジェクト、今町長が申し上げましたように、平成24年度、25年度は大変数が

多かった。これはどういうことをするかということも職員から出てきたものも含めて数が大き

くなりました。そして、誤解がないようにお願いしたいんですが、遊び心が必要だと思ってい

るんです。ですから、行政課題としてこれをしなきゃならないんだと、今自分の仕事としてこ

れはやらなきゃならないというものをもう少し広げて、もっと遊び心を持って職員がまちづく

りというものに携われるといいなという思いもあってのものでしたので、非常に多岐にわたっ

たものになりました。そういうものはもちろん生かしていきたいというふうに思っております

けれども、このことについて、平成24年度、25年度、課長たちにとってこのために仕事に支障

を来したとかという人は誰もいなかったというふうに思います。先ほどどうしてもというのは、

出張等で出られないとかですね、あるいは何か出さなければならない資料があるということで

出られないということはありましたけれども、皆さんで最後は日にちを決めてプレゼンをして、

自分たちのチームはこういうふうにまとめましたというのを町長ほか課長、私でみんなで見て、

これはいいねとか、ここはこうじゃないのとかと質問したりして、まとめていったという経過

がございますので、みんなでまちづくりをしていこうという、そういう視点を持って進めてい

きたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（下山孝雄君） 工藤清悦君。 

○14番（工藤清悦君） 遠慮がちに、副町長、遊び心と静かにお話ししていたんですけれども、

非常に大切なことだと思うんですよね。常々町長は議員の皆さんに、議会は楽しくというふう

にお話ししておりますので、確かに職員の方々も遊び心を持って、その遊び心の中に大事な部

分があるんだろうかなというふうに思っております。 

  町長が、もう平成24年度、25年度やったからいいや、と言われれば、せめてやった方々がな

お継続で年４回ぐらい集まって情報交換なりなんなりというような部分もあったほうがいいの

かなという思いをお話ししたかったんですけれども、新年度、平成27年度にまた取り組まれる

ということでございますので、ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

  次、通告しておりました施政方針についてお伺いさせていただきたいと思います。 

  最初、農業問題といいますか、町長が施政方針で掲げております、農家の所得向上に努める

ということでお話をされております。この件については、私がお話しする以前に一般質問に登
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壇いたしました３名の議員からも、今後の農業の方向性についてお話を町長からいただきまし

た。この３名の議員の方々のやりとりで、大体町長が今後農家所得の向上のために取り組まれ

る方向性というのは理解できました。 

  ただ、その中でお聞きしたいんですけれども、首都圏での販売促進というようなことがあっ

たわけですけれども、実際例に出しましたのは市川市での交流ということですけれども、これ

は年間、金額的にどのぐらいの金額的な販売というのがあるのかなというような思いがしてお

りました。 

  もう一つ、６次産業化の推進で町長がお話ししておりましたけれども、一挙に６次産業化に

いかなくとも、もう少し２次とか３次とか、そういう段階を踏む部分もあるのかなというふう

に思っておりました。６次化するまでさまざまな研究調査もすると。または企業の調査もして、

コラボできるものも調査するということのようなんですけれども、やはり２次、３次というこ

とになると、すぐやる気のある人たちがいればできる問題もあります。そのためには加工とい

うことになると思うんですけれども、今交流センターの後ろにあります中新田加工センターで

すね、あるわけですけれども、あの規模でどのぐらいまでの取り組みといいますか、施設的に

取り組みができるものかどうかということに対しても、農業者自身もなかなか把握し切れてい

ない部分もあると思います。そういう面で、加工センターの今の設備からしたら、取り組みや

すい方策というのはあるのかどうかというようなこと。 

  それから、薬用植物栽培の調査研究というようなことも町長お話しされたんですけれども、

実際取り組んでいるところもあるというふうに聞きます。ただ、町長のお話の中で、加美町の

風土、気候に合った品種を選んでいきたいということなんですけれども、これはざっくりこう

言われてもなかなかつかめない部分もありまして、例えばこういうものだったらどうだろうと

かという思いがありましたらお願いをしたいと思います。 

  それから、グリーン・ツーリズムの拡大ということもあるんですけれども、実際、交流の意

思がある、思いがあるところも、なかなかその受け入れ体制の中でだんだん戸数が減ってきた

りして厳しくなっているというような状況があります。それは、例えばおじいちゃん、おばあ

ちゃんが去年と比べて体調が悪くなったとか、またはさまざまな状況でなかなか受け入れ体制

の間口が広がらないというような状況にあります。そういった中で、グリーン・ツーリズム推

進会議なんかとのさまざまな協議、協調もあると思うんですけれども、その辺、今の課題を含

めてどのように取り組んでいかれるのか。 

  それから、人・農地プランということもこれからの農村、農業の振興の上で非常に大事なん
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ですけれども、この人・農地プランと農家所得を上げていくための関係といいますか、その辺

についてどのようにお考えになっているのかというようなことをお聞きいたします。 

  もう一つ、非常に農業の就業人口が高齢化して担い手が少なくなっているというふうに言わ

れてから大分久しいわけですけれども、加美町の農業就業人口構成を見て、それではこれから

の農家所得の向上、増大のために、その農業就業人口構成から見た手法といいますか施策とい

いますか、そのようなことについてどのようにお考えになっているのかなということをお伺い

したいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 工藤議員に申し上げます。 

  施政方針については大きく１つになっておりますので、まずは通して質問いただいて、それ

から一つずつ申し上げていただければと思います。 

○14番（工藤清悦君） 申しわけございません。わかりました。 

  次に、２つ目として、町長は施政方針の中で、「地域経済の活性化につなげていくために

「美しいまちなみづくり100年運動」に取り組んできた」というふうにお話ししております。

これからの活動の成果と創出された経済活性化の状況、それから、これからどこまで目指して

いくのかというような成果指標といいますか目標、それから、実際この美しいまちなみづくり

100年運動、私、担当にいって協働のまちづくりプランを読ませていただきました。ここで非

常に加美町ならではの特徴だなというふうに思ったのは、目に見える景観を支えているなりわ

いや暮らしといったさまざまな活動を含む幅広い内容でこのプランが構成されていますという

ことで、町長が当初美しいまちなみづくり100年運動をやりましょうというようなときに、

我々は加美町にとって美しいまちなみづくり、残すものあるんだべがやなんて最初疑問を持っ

たんですけれども、このプランを見ますと、やはり景観、それからなりわい、そのなりわいが

経済活動につながっていくと。その経済活動が単なるお金が入るだけじゃなくて、お互いの生

き方にも人生の豊かさにも影響を及ぼしていくんだよというようなプランになっていることが

非常に印象づけられたわけですけれども、初めて、町長が言っている美しいまちなみづくり

100年プランのこの意図といいますか、目指しているものというのは、初めてこのプランによ

ってわかったんですけれども、ただ、どうも我々、町長から、その美しいまちなみづくりって

当初説明を受けたときに、山形の金山のイメージというものがあったわけで、そういうものを

引きずってずっとここまで来たものでしたから、その点について、やはり経済活動が活発にな

れば町の自主財源、税収にも影響するというようなことがありますので、そういう部分につい

ても、その辺まで踏み込んだ形での考え方、思いについてお伺いをしたいと。それで、今後、
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これをベースにしたこれからの地域経済の再生というものについてどのようにお考えなのかと

いうことをお伺いしたいと思います。 

  それから、雇用の創出についてでありますけれども、実際さまざまな形で、またはその担当

の方々も頑張ってこられて、企業誘致を中心に雇用の創出、または町で求職者に対する求人の

世話とかやってきたわけですけれども、ただ、雇用というのはやはり、このプランをベースに

しますと、みずからつくり出していくものについて提示されているわけですけれども、そうい

う新たな雇用というものにどのような形で取り組んでいかれるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） それでは、お答えいたします。 

  大分多岐にわたりますが、まず、この市川市とのことでありますけれども、昨日も答弁をさ

せていただきましたように交流から十七、八年はたつわけですが、最近では余り中身の濃い交

流というのはできない状況でありました。一昨年、災害時の相互支援協定を締結してから、私

も市長とも何度もお会いし、職員同士もお互いの防災訓練のときにお伺いしたり来ていただい

たり、あるいはそれぞれのイベントに参加をしていただいたりということで、大分つながりが

深くなってきました。そういったつながりをベースに、新年度から具体的な農産物の販売等に

取り組もうとしているところでありますので、どの程度実現できるかは今のところは未定でご

ざいます。将来的には加美町のお米やお野菜を市川市で使っていただく、あるいはこれはウイ

ン・ウインの関係が主ですから、あるいは市川市は梨の名産地ですので市川市の梨が加美町で

売られるということもあるでしょう。そういった相互互恵関係のもとにこういった経済交流と

いうものを進めていくべきだというふうに思っておるところでございます。 

  また、６次化についてでありますけれども、私、この６次産業化というのはさまざまなレベ

ルがあると思っています。必ずしも法人化をして大きく始めるということだけが６次産業化だ

とは理解をしておりません。実はある担い手の方から、みそづくりを加美町の加工施設でもっ

てしたいというふうなご相談がありましたので、早速これは農林課のほうに話をし、手配をし、

ある加工場を使ってこの12月からスタートすることになっておりますけれども、首都圏に販売

していきたいというふうな思いを持って今頑張っている青年ですので、ぜひそういったものを

後押ししていきたいと。そのために起業者支援助成制度などもつくりましたので、そういった

お金も使い、小さな、まさにスモールビジネスですね、そういったところから始められたらよ

ろしいんじゃないかと。 

  また、きのうもお答えしたように、女性たちのさまざまなご提案、私はこういったものも将
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来大きな６次化につながる可能性が十分あると思っております。また、全国的に見ても、女性

が中心にやっているビジネスが成功しているという統計もありますので、そういった小さな提

案、発想、ビジネス、そういったものを支援しながら、将来的には大きなものにつなげていけ

ればというふうに思っております。そういった意味から、既存の加工場の有効活用ということ

に取り組んでまいりたいと思っております。 

  また、薬用植物についてでございますが、実際加美町に自生しているものもあります。そう

いったものの調査も必要になってくると思います。また、この薬用植物につきましては、一番

理想的なのは薬品メーカーに購入していただく、あるいは薬品メーカーとの契約栽培でもって

栽培をしていくということなわけですけれども、これは日本薬局法というものの基準をクリア

しなければ、これはつくっても購入はしていただけないということでありますので、やはりそ

の土地というものが大事になってくるわけですね。例えば同じ高麗ニンジンを植えても薬効成

分が日本薬局法をクリアできるものもあればできないものもある。そういった相性等もありま

すから、まさにこれからそういったものを調査をしていくということですし、場合によっては

水耕栽培によってそれが可能なものもあるというふうにも聞いておりますので、そういったこ

ともこれも調査研究をしていくということでございますので、今具体的に加美町でこれという

ことを提示できる状況ではないということをご理解いただきたいというふうに思っております。 

  また、グリーン・ツーリズムに関しては、これも既にお答えしましたように、また議員もお

っしゃったように、やはり高齢化に伴って受け入れ家庭が減ってきているということが私は一

番の問題点だと思っております。そうした場合、やはり農家だけに頼らずに、非農家が受け入

れていくということが私は大変重要だと思っております。その際に、じゃあどこでどういう体

験をするかと、どういう農業体験をするかということが大きなポイントになってきますので、

やはりこの体験メニューをつくっていく、あるいはその体験メニューを誰が担っていくか、お

世話していくか、そういったところが必要だと思っています。また、既に農家として受け入れ

て、自分のところで体験をしてもらっている家庭でも、泊めるのはいいけれども体験させるの

が大変だと。いわゆる何もわからない子供たちが来て、その子供たちに働いてもらうというの

は、結構大変なことなんだというふうなお声も聞いていますので、やはり一農家だけに依存す

るのではなくて、やはり組織として体験のメニューをつくり提供していくということ、これが

私はこれから拡大していく上で必要だろうというふうに思っています。 

  また、来年度、新年度にできます観光まちづくり協会との連携、これは私、非常に重要だと

思っておりますし、それから、昨年から海外からも来ていただいているわけですけれども、ミ
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ャンマーから五十数名の学生さんたちに来ていただいたときに、初めて国際交流協会のほうに

も後援をして、国際交流協会のメンバーも受け入れたという実績もありますので、やはりそう

いった国際交流協会との連携、さまざまな連携が必要になってくると思いますし、そういった

意味からも、そういったものを束ねる観光まちづくり協会の役割というのは非常に重要なもの

であろうというふうにも考えております。 

  また、人口構成に向けた所得向上ということがありますけれども、具体的には担当から説明

をさせますが、やはり高齢化していく、そして就労人口も減っていくということですので、そ

ういった中でどのような農業でもって所得向上が図られるかということが私は重要だと思って

います。ですから、振興作物もどういった作物であればお年を召してもつくり続けられるかと

いうことも大事になってくると思っています。 

  そういったことを考えますと、一つの方策として、私はやはり新エネルギーを活用した植物

工場というものは非常に有効であろうというふうに考えております。いわゆる重いものを持っ

たりすることもない、あるいは腰を曲げて作業をすることもない、非常に高齢者には適してい

るというふうに言われておりますので、やはりそういったことについても取り組んでいくこと

が重要であろうと。そして、そういった中で、やはり付加価値の高いものをつくっていくと。

薬草というものもそのうちの一つとして調査研究を進めることにしておりますけれども、その

ほかもいろいろあると思います。やはりそういった取り組みが私は大事だろうというふうに思

っております。 

  当然、米づくりというものも重要でありますので、先般、私、ＪＡ加美よつばが実施した水

田農業推進大会に出席させていただきまして、関西のある会社の社長さんのお話を聞かせても

らったんですけれども、１万3,000円か4,000円で売れる米をつくろうと。つくれると。売れる

という話をしていただいて、私も大変希望を持てたわけですけれども、その社長さんがおっし

ゃるのは、これからは用途に合わせた米づくりが必要だと。これは丼にしたらおいしい米だと、

すしにしたらおいしい米だと、やはりそういう用途に合わせた米づくりというものが非常に重

要だと。それから、当然これは安定的に出荷できるお米、当然のことです。それから、やはり

手間暇をかけた低・無農薬のお米と。これはまだまだ足りないというふうにおっしゃっており

ました。やはりこういった消費者ニーズというものを捉えた米づくり、そしてその米をつくっ

て今度は販売するための手法、当然そのためにはその社長さんもプロが必要だと。販売するた

めのプロが必要だと。やはりそういった連携ということが必要になってくると思っております

し、また、加美町としては現在ふるさと納税でもって農産物をお返しとして差し上げています
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けれども、その社長さんが言うには、もらって喜ぶギフトは何かというと、実はこれは米、み

そ、しょうゆだということなんですね。ですから、朝御飯セットなどということもおっしゃっ

ていましたけれども、やはりこういったものも開発をしながら、その販売をしていくというこ

と。こういった取り組みが大変重要なんだろうというふうに改めて思わされたところでありま

す。 

  また、大きな２番目の「美しいまちなみづくり100年運動」についてでございます。 

  誤解があったかもしれませんけれども、この金山町の取り組みを私は例として何度か挙げさ

せていただきました。この金山町は、景観を整えるということだけに目が行きがちなのですが、

実は私、これ何度かお話ししておりますけれども、その目的は、金山杉という杉があるわけで

すから、やはり林業の再生、そしてその木を使って地元の大工さんが家を建てるという、いわ

ゆる建築業ですね、建築業でもってお金が循環すると。そして、さらに町民が美しい町をつく

ろうという意識、そして町民の誇り、さらには観光客がふえていくという、ですから、実はこ

の金山の取り組みは、その人々のなりわいに、産業に、生活に、まさに直結している。そのあ

らわれが、あの景観、町並みなんですね。ですから、景観というのはまさに目で見る「景」と

いう部分と、それから、目に見えない人々のなりわいとか、それを支える人々とか、そういっ

たところの「観」という、こういった部分で景観が構成されております。ですから、まさにこ

の景観、美しい町並みづくりといいますのは、いわゆる善意と資源と最終的にはお金の循環に

これは結びついていく、あるいは結びつけていかなければ、当然地域から人はいなくなる、産

業は廃れていく、そうすると目に見える景観も荒廃していくということですので、これは一つ

の大きな流れの中で考えていくということでございます。そういった意味で金山の例も挙げさ

せていただいたのですが、言葉足らずだったのだと思います。 

  そういった中で、これまで「美しいまちなみづくり100年運動」として、オーラル・ヒスト

リーという、約100人からさまざまな今申し上げたなりわいとか、それから暮らしとか自然と

か、そういったテーマでさまざまなお考え、あるいは思い出などをお聞きをしまして、一つの

記憶の口述史というものをつくったわけです。さらにワークショップも重ね、多くの町民を巻

き込み、多くの町民から意見を吸い上げ、そして人づくりをしながら、基本理念を示し、22の

取り組み、シナリオを示し、そして、今後協働によりどのように実現していくかという方法を

示したものが、このまちづくりのプランでありますので、今後、パブリックコメントをいただ

いた後にこの素案がきちんとした最終的な計画というふうになるわけですけれども、それをも

とに実現をしていくということでございます。 
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  このプランにつきましては、当然これは町の総合計画とリンクをしておりまして、町の総合

計画の中の「人と自然が共生する持続可能なまちづくり」の中で、これを実現するための取り

組みとして今後取り組んでいくことになっております。ご理解を賜りたいと思っております。 

  次に、雇用の創出についてでございます。平成20年10月から加美町無料職業相談所を開設し

たわけでありますけれども、平成24年からは企業立地推進室という形で、職員も増員いたしま

して、よりきめ細かく町民の相談、そして直接の雇用対策に取り組んでまいったわけです。平

成27年の２月末まで延べ848人が利用されまして、うち104人が再就職に結びついております。

また、町内企業の求人募集につきましては、町内向けの回覧などを実施いたしまして、平成25

年度実績では延べ55回行い48人が再就職をしております。また、平成26年度につきましては45

回実施をし28人が再就職をしております。このような形で、確実に雇用に結びついているとい

うふうに感じておるところであります。 

  また、加美町の新規学卒者雇用奨励金、この制度を設けてから４年目を迎えますけれども、

これまで延べ78人が地元企業に就職しております。また、そのうち町外からは26名がこの奨励

金の対象になっておりますので、町外からも来ていただいているということであります。この

制度の活用について、今後とも町内企業に働きかけまして、若年層の雇用拡大、定住促進に努

めてまいりたいというふうに考えております。 

  また、これも何度か既にお話をしておりますが、起業者育成支援事業助成金の制度も新年度

からスタートさせたいと考えておりますので、いわゆる企業誘致をして外発的な雇用創出を図

るということに加えて、内発的な雇用創出ということに取り組んでいく必要があると思ってお

りますので、ぜひ起業したいという方々については、まず最初のステップとして起業者育成支

援事業助成金と。次のステップとして国の地域雇用開発奨励金と連動させた加美町創業者支援

事業助成金を活用し、ステップアップすることができると、そういった仕組みになっておりま

すので、起業を考えている方々をサポートしていきたいと。また、当然さまざまなアドバイス

というものも必要でしょうから、アドバイザーなども設置をし、アドバイスをしてまいりたい

というふうに考えておるところでございます。 

  以上です。 

○議長（下山孝雄君） 工藤清悦君。 

○14番（工藤清悦君） ご丁寧に、大変ありがとうございました。あと14分でございますので、

取り急ぎ質問させていただきたいと思います。 

  農業の件でありますけれども、所得向上のために、市川とまで言わなくとも、大消費地があ
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る仙台、特にさまざまな形で仙台との交流のチャンネルというのは随分あると思いますので、

その辺も含めてお願いできればなというふうに思っております。 

  実際、質問の中で、加工センター、また人・農地プランの所得向上については触れていただ

けませんでしたけれども、時間もありませんので、いや、よろしいです。後でまたさせていた

だきたいと思います。 

  実際すばらしい協働の景観まちづくりプランができ上がったんだというふうに感想を持って

おります。この中で、やはり観光まちづくり協会の役割が大きいと思うんですけれども、平成

24年度予算で640万円予算措置を、そうですよね。（「27年度」の声あり）済みません、平成

27年度で640万円、予算措置をしておりますけれども、実際観光協会の方々がさまざまな形で

活動していただけると思いますけれども、その640万円を、元を取るというと語弊があるんで

すけれども、さまざまなつながりの中で最初からそれはできないと思うんですけれども、これ

は640万円を税収につなげるというようなことになると大変な額のお金が動く、または生産量

がなくちゃいけないというような状況になるわけですよね。例えば、これは企業、法人税だけ

ではその10％というようなことで6,400万円、企業だけですよ、事業者だけではそうなんでし

ょうけれども、これが農業者がかかわってくるということになると、物すごいお金が動かない

とその税収にはつながらないと思うんですよね。例えば、これは法人税に関しても10％という

ふうなことになれば6,400万円、そして企業がもっと払えるぐらい稼ぐということになると、

事業量になるとその10倍、結局100倍の経済活動がなければなかなか難しくなる。 

  ただ、町長の思いはわかりますよ。それを通じてさまざまな形が動いていくんだというのは

わかります。ただ、我々、これから平成27年度やろうというその施政方針の中で、町当局も、

やっぱり我々議会も、責任の所在、これから向かっていくんだよというその責任の所在を、あ

と自覚もはっきりしていかないと、一緒に町民のために頑張れないんじゃないかというような

思いがあります。そういう意味では、ネガティブなことばかり言っているようで大変申しわけ

ないんですけれども、やはり責任を持ってこの予算を、またはまちづくりをやっていくために

も、思いというものに対して、またはその我々が下した決断に対しては、やはり我々も責任を

持ってやっていかなくてはいけないというふうに思いますので、その640万円の経済効果とい

うものをすぐどうなんですかと町長に問うつもりはありませんけれども、さまざまな形でめぐ

りめぐってよくなれば効果はあるんだろうというふうに思います。 

  ただ、女性がやっているビジネスが成功に導いていると。男性で申しわけなかったかなと思

っているんですけれども、やはりやるためにはリスクも背負うわけですよね。家内工業で、じ
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ゃあ漬物をやりましょうとか何しましょうとかというのならいいんでしょうけれども、やっぱ

り一つの決断をしてやるためには、それなりの支援なり、または地域を巻き込む、または町を

巻き込む、消費者を巻き込むというような、そういう仕組みづくりというのが大事になってく

ると思いますので、このプラン、または町長がこれからまちづくりに対してこういうことは皆

さん乗り越えながらやっていきましょうというような思いをお聞かせいただきたいというふう

に思います。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） まず、観光協会ですが、この予算の多くは人件費でございます。そのこ

とによって３名の雇用が創出されると。ですから、そのこと自体、私は一定の経済効果を持つ

ものだろうというふうに思っております。 

  また、さまざまなこの資源ですね、私は、観光について一昨日だったでしょうか、まずその

資源を発掘すると。そしてそれを磨くと。そして共有し発信すると。それで、最後の一つを実

は私言わなかったんですけれども、今度興すということが大事なんですね。興すというのは町

を興すという、興味の興ですけれども、産業を興すと。この興すということが、非常に実は最

後に必要になってくる。そこまで持っていくことが大事だというふうに言われております。 

  ですから、そのためには、やっぱりそういった資源、あるいはそういったことに取り組んで

いる方々を束ねるという、そういった組織、これが非常に私は重要だと思っておりますので、

観光協会ができることによって、私はさまざまな関連する産業、それからグループ、そういっ

たものがこれまで以上に連携し合い、資源を有効に活用し、お金の循環を生み出していくこと

ができるものだろうと。そのためにこれは欠かすことのできない組織だろうというふうに考え

ております。 

  ですから、この経済効果、今すぐ経済効果が云々とは言えませんけれども、当然このことに

ついては平成27年度に策定します加美町版の総合戦略、こういったことに盛り込んでいくこと

になりますし、当然この中には数値目標というものも、これは取り入れていくわけですから、

そういった中できちんと整理をし、目標を掲げ、５年間の戦略の一環として取り組んでまいり

たいというふうに考えております。 

○議長（下山孝雄君） 工藤清悦君。 

○14番（工藤清悦君） 先般、伊藤信行議員が述べた午後からでもやってほしいというような例

を挙げましたけれども、やはり中期・長期という計画もあると思うんですけれども、工夫によ

ってはすぐ手をつけられて効果が生み出せるものというものはあると思いますので、これはす
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ぐ手をつける、または短期的に取り組んだことによって、また一つの転がりがもっと大きな転

がりになっていくという部分もあると思いますので、ぜひその辺を配慮しながら事業を進めて

いただきたいなというふうに思います。 

  町長、再生エネルギーというような部分もあるんですけれども、なかなかこの中に雪の部分

が出てこないんですよね。やはりエネルギーという部分、またはすぐできるという部分、また

は６次産業につながる部分ということになると、雪室の部分があるのかなと思うんですけれど

も、かつて千葉明朗さんが雪室の大家でありまして、お亡くなりになりましたけれども、雪室

論を壇上でぶっていたわけですけれども、私もあのとき話を聞いていてなるほどなと思った一

人でありました。やはり雪室をつくって生酒を貯蔵したり、あとジャガイモ、甘みが増します。

タマネギも甘みが増します。ニンジンも甘みが増す。やっぱり地産でも、つくったものにある

程度そういう糖分といいますか、やはり貯蔵したことによって価値が上がる。それで、そうい

うものを販売していくというような意味では、そんなにさまざまな連携を組まなくても、農業

者が集って取り組める部分になるのかなというふうに思っておりました。雪は当然いっぱい宇

津野にあるわけですから、私が持っているのは、ＪＡの金のコンテナ、１トンぐらい入るやつ

があるんですけれども、あれってなかなか秋とか豆狩りのときにしか使わなくて、倉庫に眠っ

ているわけです。秋にあれを設置して雪室の中に入れておいて、生酒を貯蔵し、農産物を貯蔵

し、それでやったらいいんじゃないかというような思いも持っていました。それで、余った雪

は夏に雪合戦に使うということの発想でやったら、もっとおもしろいまちづくりができるんじ

ゃないかというふうに思っているんですけれども、なかなか私が提案しても１人１プロジェク

トのように町長は前向きでありませんから、雪室についてひとつお考えをお願いしたいと思い

ます。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） これはどんなプロジェクトでも、誰が主体になってやるかということな

んですね。全ての事業を町が主体となってやるということはいかがなものかと、実は私は思っ

ております。まさに理想的なことを言えば、住民が主体となり、町やそして専門家がそれを支

援するという形、これが望ましい協働の姿だと思っておりますので、ぜひ工藤議員が中心とな

って雪室プロジェクトを立ち上げていただければ、町としてもサポートしてまいりたいと思っ

ております。 

  また、きのうカシの木の話が出ましたけれども、このカシの木はやはり大木になるまで100

年というふうなお話でしたね。（「町長、カシの木は通告に入っておりませんので」の声あ
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り）いやいや、ですから、これは種を植えるということがまず先決ですので、既にさまざまな

種を植えておりますし、工藤議員におかれましても、ぜひその雪室という種を植えていただき

ますと、将来大きな木になるのではないかというふうに思っておりますので、よろしくお願い

します。 

○議長（下山孝雄君） 工藤清悦君。 

○14番（工藤清悦君） 確かに担い手、または誰がやるのかという部分が大事だと思います。そ

ういった中では、さまざまな形で町民との協働というような部分で事業もなされ、啓発もされ、

またはこれによって地域資源の再点検もされたというふうに思います。やはり町でやるべきこ

と、または町民が努力すべきことというものを常に行政施策の中で発信をしていかなければい

けないのではないかというふうに思いますけれども、最後にそれをお願いしたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） 事業を推進していく上で大事なことは、情報を共有すること、そしてそ

の合意を得ていくということ、これが非常に私は重要だと思っております。そういった意味か

らしても、今後、なお一層さまざまな形で町内外に情報を発信していくということ、そして町

民の合意形成を得ながら事業を進めてまいりたいというふうに考えております。（「終わりま

す。ありがとうございました」の声あり） 

○議長（下山孝雄君） 以上をもちまして、14番工藤清悦君の一般質問は終了いたしました。 

  暫時休憩いたします。11時15分まで。 

     午前１１時０１分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午前１１時１５分 再開 

○議長（下山孝雄君） 休憩を閉じ会議を開きます。 

  通告12番、２番猪股俊一君の一般質問を許可いたします。ご登壇願います。 

     〔２番 猪股俊一君 登壇〕 

○２番（猪股俊一君） 今、議長に許可をいただきましたので、しんがりになりましたが、２問

質問いたします。 

  最初に、町有地の利活用について。 

  町では、小野田北原住宅敷地内におけるシルバーハウジングの建設や広原保育所跡地におけ

る子育て世帯を対象にした宅地分譲予定など、町有地を活用したさまざまな施策を展開・検討

しており、今後の町有地の利活用についての以下の内容を伺います。 
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  １、中新田・宮崎地区におけるシルバーハウジングの建設候補地と建設時期の予定は。 

  ２、広原保育所跡地以外に、若者定住宅地として適している町有地の分譲の予定は。 

  ３、部分林の返地への対応状況は。 

  前日、前々日と、そして先ほど11番議員がいろいろ質問いたしておりますが、重複している

ところがたくさんあると思いますので、町長の判断で割愛してもらっての答弁でよろしいです。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

     〔町長 猪股洋文君 登壇〕 

○町長（猪股洋文君） それでは、ご質問の第１点目、シルバーハウジングの建設候補地、今後

の予定、建設時期等について答弁をさせていただきます。 

  まず、第１号の北原シルバーハウジング、おかげさまで３月８日、内覧会の運びとなりまし

て、日常生活状況申立書をもとに今後審査の後、入居者を決定したいと思っております。シル

バーハウジング建設に当たりましては、平成24年、25年度に関係各課の職員によるプロジェク

トチームでもって調査検討した結果、まず北原地区につくろうということになりました。 

  なぜこの北原地区かといいますと、この北原地区につきましては近くにヘルパーステーショ

ンがあると。それから、スーパーも歩いて行ける距離にあると。それから、病院も歩いて行け

る範囲内にあると。そして、一般住宅と混在させられるということですね。そういった条件が

整っているということから、北原地区に第１号をつくることにいたしました。 

  当然、宮崎地区、中新田地区についても検討したわけですけれども、宮崎地区については、

候補地として挙がりましたのは宮崎小学校北側にあります広い町有地ですね、これは4,000平

米ほどありますが。それから、町営屋敷住宅、ただ、ここはちょっと狭いということですね。

この候補地につきましては、やはり買い物、宮崎全体が買い物不便だということもありますし、

街までちょっと距離があるということがありました。それから、屋敷については狭いというこ

ともあって、もう少しこれは時間をかけて場所を検討すべきだろうということ、それから、買

い物が不便だというご意見が随分ありましたものですから、特産市とそれから山田屋旅館のと

ころを広く活用して、その不便さを解消しようと。それを優先させるということから、宮崎に

すぐに着手ということにはなりませんでした。 

  中新田地区につきましては、旧ミヤコーバス車庫跡地とか広原住宅跡地などというところも

検討の俎上にのりましたけれども、なかなかここもそれぞれ一長一短がありまして、もう少し

これも検討を要するだろうというふうになりました。中新田地区については、消防署の跡地も
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含めて検討したいというふうに思っております。 

  特に宮崎地区に関しては、実はアンケートをした結果、宮崎につくるシルバーハウジングで

はなく、中新田地区につくるシルバーハウジングに入居したいというご希望が実は結構あった

んですね。その理由の第一がやはり買い物に不便だということでございましたので、カマエさ

んの跡地にも小さなスーパーが誕生しましたし、今度この山田屋旅館のところも有効活用する

ことによって、買い物の不便さというものはある程度解消できるだろうと思いますので、改め

て調査も必要だというふうには考えておるところです。そういった場所の選定を新年度行いた

いと思っております。それを受けて平成28年度に設計、平成29年度建設というスケジュールを

現在組んでいるところでございます。 

  次に、若者定住として広原保育所跡地以外に適した町有地はあるのかということでございま

したが、小野田地区におきましては下原の旧ソニー跡地、ここは5,800平米ありますので、か

なり広い土地でございます。宮崎地区におきましては、みやざき園の北側に位置しています旧

宮崎建設の資材置き場跡地、ここが4,300ヘクタールあります。結構ここも広い敷地になって

おります。中新田地区におきましては、鳴瀬地区の公民館の東側、旧鳴瀬保育所跡地、ここは

約1,800平米あります。こういったところが考え得る若者定住住宅地と考えておるところであ

ります。このような場所を引き続き検討いたしまして、整備を進めてまいりたいと思っており

ます。 

  平成27年度につきましては、現在のところは小野田地区の下原旧ソニー跡地に着手すること

が適当ではないかというふうに考えておるところでありますが、宮崎につきましても、先ほど

のシルバーハウジングの工事とあわせて、私はなかなか宮崎地区の場合、町有地に限定します

とかなり限られてきますので、私有地も含めてシルバーハウジングの候補地、あるいはこの若

者定住のための宅地分譲というものを考えていかなければならないというふうに思っている次

第です。 

  ３点目の部分林返地への対応状況についての質問であります。部分林等地上権設定につきま

しては、そのほとんどが伐期を迎えていることから、近年、伐採後、町に返地をしている組合

がふえてきております。返地された山林につきまして、町は現地調査を行い、植栽箇所、それ

から面積等を検討し、杉の再造林を行っているところであります。平成23年度に２ヘクタール、

平成24年度には5.9ヘクタール、平成25年度には11.3ヘクタール、平成26年度には11.1ヘクタ

ールの植林を実施しておりますけれども、そのほとんどが中新田地区の部分林組合、小野田地

区の造林組合及び麓山の地上権設定林の返地箇所となっております。 
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  現在継続しております地上権設定面積につきましては、中新田地区で６組合、62.87ヘクタ

ール、小野田地区の分収林は48組合で110.82ヘクタール、麓山については17組合で236.42ヘク

タール、宮崎の部分林組合は24組合ございまして、分収地は160.8ヘクタール、非分収地は

549.44ヘクタールとなっております。加美町全体では1,120.35ヘクタールの契約面積がありま

して、契約期間が長いものでは平成56年までというものも存在しております。宮崎地区の非分

収面積を除くほとんどが伐期を迎えていることから、今後も伐採後に町に返地される箇所がふ

えてくると思われますので、今後、樹種としましては杉などの針葉樹が主となりますけれども、

返地後５年間を目途に植林作業を実施し、森林の持つ多面的機能の保全管理を行ってまいりた

いというふうに考えております。 

  また、６次化につきましては、これまで大分多くの議員の皆さん方からご質問がありました

ので、ほとんど言い尽くしているわけでありますけれども…… 

○議長（下山孝雄君） 部分林まででいいです。 

○町長（猪股洋文君） 失礼しました。部分林までの質問にお答えさせていただきました。 

○議長（下山孝雄君） 猪股俊一君。 

○２番（猪股俊一君） 北原シルバーハウジングは８日の日に見学いたしました。バリアフリー

仕様で緊急通報システムが設置されており、要介護２までの日常生活にある程度不安がある

方々、生活援助の利用が望ましいと認められる方々と聞いております。同じ建物内に生活援助

員がいる、そういう部屋が設けてあるのは、とても心強いと思います。そして、この施設を使

えるのならと、皆さん思ったに違いないと思います。 

  今後、加美町は高齢化が進む一方であり、介護を要するひとり暮らしの高齢者の世帯だけが

増加してくると思います。このような施設が宮崎、中新田とできれば利用する方々はふえると

考えられますが、さっき町長もお話をしておりましたが、建設場所によっても利用に違いが出

るのかなと思います。日常生活がしやすい場所などを考慮しなければならないと思います。買

い物、スーパー、商店街が近くにあり、体調が悪いときにはすぐ行けるような病院や医療施設

があるところだと考えます。できる限りこのことを踏まえて進めていただきたいなと、このよ

うに思います。このことに対して町長がもし何かあれば、お伺いいたします。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） 猪股議員おっしゃるとおりでございますので、そういった条件を満たす

ような場所を、特に宮崎地区に関しましては、先ほど申し上げたように、なかなか町有地とい

うふうに限定してしまいますと適地を見出すのが難しいというふうに思いますので、私有地も
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含めて検討してまいりたいと思っておりますし、また、この考え方は実は国が今、国交省が示

しています小さな拠点整備ということにもつながってくるものでありますので、そういった視

点を踏まえて適した場所を選んで建設をしてまいりたいと思っております。 

○議長（下山孝雄君） 猪股俊一君。 

○２番（猪股俊一君） どうぞ適地を十分に把握していただきながら進めていただきたいと、こ

のように思います。 

  町長が平成27年度の施政方針の第一に掲げています移住・定住促進の取り組みであります。

町には企業また町民の善意により譲渡がなされた宅地また町の公共の施設跡地などがあると聞

きますが、平成27年度の事業の予定地や施政方針に町のあるべき姿を実現するため政策の柱と

して掲げている、子ども・子育て応援社会の実現であります。 

  ４つ挙げております。１、東京での移住・定住セミナーの開催、２、子育て世帯向けの住宅

分譲、３、住宅取得奨励金の創設、４、地域おこし協力隊の受け入れ増員等であります。１か

ら４の全てが町の遊休地や未利用地で達成できるとは考えていないと思いますが、先ほど町長

がそのようにおっしゃっておりましたが、このことについて伺いたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） 先ほど申し上げましたように、平成27年度は、現在のところ小野田の若

者向け定住促進等の分譲でありますけれども、下原の旧ソニー跡地を考えておるところであり

ます。 

  また、新たに移住・定住の奨励金を創設したいと考えておりますが、予算に盛り込んである

わけですが、これにつきましては、町内の方でも対象になります。今のところ中学生以下のお

子さんを持っている子育て世帯であれば対象になります。これは、町が分譲する土地とか民間

が分譲する土地とか、特にそういったことで町が分譲する土地に建物を建てる方だけが対象と

いうことではありません。もっと広く考えておるところであります。当然これは町外から来る

方についても対象になります。ですから、当然これは民間の宅地分譲というものの背中を押す

ということにもつながっていくだろうと。経済の活性化というものにも、当然これはつながっ

ていくだろうというふうに考えている次第でございます。 

  以上です。 

○議長（下山孝雄君） 猪股俊一君。 

○２番（猪股俊一君） ありがとうございます。 

  子育て向け住宅の分譲は何区画ぐらい考えているのか。また、その宅地の面積はどのくらい
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の面積なのか。金額はどのくらい考えているのか。その辺をお聞きしたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 総務課長。 

○総務課長（髙橋 啓君） 総務課長、お答えさせていただきます。 

  現在、分譲の作業を管財のほうでちょっと担っておりますので、そこでお答えをさせていた

だきます。 

  まず、区画数につきましては、今16区画を予定しております。１区画当たり268.5平方メー

トル、坪数にすると81.5坪という広さになります。これについては、子育て世帯ということで

建物を想定して20坪、周り20坪ということで、残り40坪ぐらいは前庭ということで、菜園とか

子供たちの芝生とか、例えばですね、駐車場とか、そういったところを、余裕を持って子育て

できるような面積を考えておりました。 

  それから、金額につきましてなんですけれども、現在町のほうでこれにつきましては平成25

年から３年間で整備を進めておりまして、平成27年度は工事着手を予定しております。６月ご

ろから９月ぐらいの工期で、それで、事業につきましてなんですけれども、今総務省で進めて

おります過疎地域の集落再編整備事業の定住促進団地整備事業というのがありまして、それを

申請しております。その採択を受けましてこの定住化事業を進めていきたいと考えておりまし

て、ここの価格の考え方につきましては、これまでに予算的にかかったものにつきまして、単

独費を分譲者からそれを単価のほうに付加する形を考えてございます。また、政策的に減免す

るところも必要になってくるのかなというところがありまして、おおむね土地の評価額ぐらい

を全体として考えていきたいというふうに考えてございます。それにつきましては、今後、公

有財産取得処分検討委員会というのがありまして、そこで検討を進めていきたいというふうに

考えております。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） 猪股俊一君。 

○２番（猪股俊一君） どうもありがとうございます。 

  やっぱり宅地は花壇があったり家庭菜園があったり芝生があったりということで、これはと

てもいいことかなと、このように思います。また、事業に対しても補助事業というものを取り

入れていくのだと思いますが、この辺も十分検討していただき、減免も頑張っていただき、そ

こに子育てする方々が定住できるような、そういう措置をとっていただきたいと、このように

思います。 

  次の質問に入ります。定住者に対して住宅奨励金の創設とありますし、その創設資金、そし
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ていろいろな約束事とかがあると思いますが、そういうのはまだできているわけではないです

よね。その辺を伺いたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（髙橋 洋君） 企画財政課長です。 

  私からは住宅の取得奨励補助金の関係につきまして、今、案の段階ですけれども、できてお

りますので、先ほど申し上げました住宅を取得する場合の助成ということで、基本額として、

新築住宅の場合50万円、それから中古住宅の場合25万円ということにしております。加えまし

て新婚、子育てについては30万円プラス、それから町内の業者を使えば20万円ということで、

最大で100万円の助成ということで考えております。 

○議長（下山孝雄君） 猪股俊一君。 

○２番（猪股俊一君） どうもありがとうございます。 

  100万円というのは住宅を建てる中ではちょっと足りないのかなとは思いますが、ぜひこの

辺も考えながら、しっかりと定住できるように進めてもらいたいと、このように思います。ど

うぞ町長、よろしくお願いいたします。 

  次に移ります。今現在町にある遊休地の数、そして面積、さっき町長が大体お話しなさいま

した。今後の事業等、使用可能な未利用地、事業に使う場所、そして使わない未利用地とかが

何カ所かあると思います。また、今後いろいろな意味で使用ができない、使い勝手が悪いよう

な、そういう未利用地は整理をしていくべきだと考えております。売却を考えながら進めてい

くべきではないでしょうか、いかがでしょうか、町長。 

○議長（下山孝雄君） 総務課長。 

○総務課長（髙橋 啓君） お答えさせていただきます。 

  現在町で遊休地ということで利用が可能な土地ということで捉えているところにつきまして

は、現在11カ所の５万9,090平米ほどございます。その中で、今回定住としてお示ししたとこ

ろが４カ所でございます。あとは残りにつきましては現在それぞれ遊休地という形でなってお

りまして、これも前にいろいろ議員さんのご指摘もありまして、できればその処分の方法を考

えていきたいということで方向は示してございます。あとは目的が決まっているところ、ある

程度企業の誘致とかあとは今申し上げた有効利用としてシルバーハウジングとかですね、そう

いったところについてもこの中には含まれております。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） 猪股俊一君。 
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○２番（猪股俊一君） どうもありがとうございます。 

  まだ残っている土地があるのかなと思うんですが、例えば町の本所の西側ですか、あとは将

来建てようとしている新庁舎建設の予定地とかもあるんですが、その辺は今後町長が考えてい

くことだと思いますし、ぜひ有効に使っていただきたいと、このように考えます。 

  次に移らせていただきます。部分林の返地対応についてですが、昭和30年から40年にかけて

1,200ヘクタールに及ぶ森林事業が実施され、今現在これらの森林が資源として利用可能な段

階を迎えております。今、分収林はどこの組合でも抜去を進めていると思います。そして、木

材の単価がこんなに安いのに何でかなという思いもありますが、部分林組合の後継者などもい

ない、こういうのも関係しているのかなと考えます。抜去をして町に返地を考えている組合が

多くあると聞きます。町ではどんどん返された場合どういうふうに対処していくのか、伺いた

いと思います。 

○議長（下山孝雄君） 森林整備対策室長。 

○森林整備対策室長（長沼 哲君） 森林整備対策室長、お答えいたします。 

  貸し付けしている分収林ないし麓山の面積は、先ほど町長がお話ししたとおり結構な面積に

なっております。うちの事業団員の数も限られておりますので、今、森林法上、伐採した場合、

皆伐した場合に、山として戻してやるのは７年後というふうな森林法上の規定になっておりま

す。伐採届が来て伐採を確認してから５年後にその現地を調査して、山に戻る状態になってい

るかどうか、もしなっていなければ植林というふうな形になるんですが、その５年ないし７年

をめどにうちのほうの管理事業団の人数も考えながら、あるいは外注も考えながら、当然伐採

した山を森林に戻してやるというふうな形で施業していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（下山孝雄君） 猪股俊一君。 

○２番（猪股俊一君） どうもありがとうございます。 

  新たに林業に従事する隊員など５人を採用する予定となっておりますが、林業につくのは数

名であります。これも定住につなげていけるのかと、このように考えます。どんどん返地され

た場合、この人数では大変なのかなと、このように考えますが、今後どうなされるのか、その

辺を伺いたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 森林整備対策室長。 

○森林整備対策室長（長沼 哲君） 森林整備対策室長です。 

  事業団員の数、先日お話ししたとおり現在８名おります。定年は65歳なんですが、65歳を超
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えた方が３名、再雇用という形で今施業していただいております。財政課長がきのうお話しし

た協力隊５名のうち２名が林業関係で募集をするということですので、それで事業団員、再雇

用の人たちも最大で70歳ぐらいが限界だろうと思いますので、その２名の方が３年間を経過し

た時点で事業団員として定住をしていただければなというふうな期待は持っております。もし

事業団員が植栽等で必要ということになれば、その都度募集という形で適正な人数で森林管理

を行っていきたいというふうに考えています。 

  以上です。 

○議長（下山孝雄君） 猪股俊一君。 

○２番（猪股俊一君） 今、２名の方がその職につくということでありますが、ぜひ今後も定住

をしていく方々が出てくればいいなと、このように思います。これは終わりにして、２つ目に

入りたいと思います。 

  平成27年度の施政方針で示した以下の内容について伺います。 

  農業の振興について。 

  農家所得向上に向けた取り組みを重要と考え、首都圏等への販売促進、６次産業化の推進等

に取り組むとしているが、販路拡大における具体的な戦略と目標は。 

  また、加美町の特産品となり得る農林産物の生産に向けた支援策は。 

  原発事故後に出荷が規制されている原木シイタケなどの生産者向けの所得向上策や生産再開

に向けた取り組みは。 

  このことについて伺います。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） 販路拡大につきましては、さまざまな議員のご質問にお答えしておりま

す。先ほど仙台も含めということでありますが、当然仙台も大消費地でございますので、含め

ながら取り組んでまいりたいというふうに思っております。 

  また、特産品となり得る農林産物ということでありますが、本町の場合には露地ネギですね、

それからタマネギ、これはいずれも県内販売額が１位となっております。既に加美町の、宮城

県を代表する特産品と言っても過言ではないでしょう。花卉部門では花壇用の苗ですね、苗物。

これも実は県内の販売額１位でございます。また、エノキダケについては、東北で１番の生産

量を誇っているところであります。こういった既に特産品というものが存在しておりますので、

こういった既存の園芸特産物などの生産出荷拡大を図るための必要な施設管理機械等の導入助

成金も継続して実施をしてまいりたいと思っておりますし、作業の効率化、低コスト化及び生
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産体制の確立に向けた支援も行ってまいりたいというふうに思っております。 

  また、シイタケ、これも実は、特に宮崎地区、一大産地であったわけですけれども、平成24

年の４月27日に出荷制限指示がありまして、露地栽培の原木シイタケについては出荷できない

状況が続いております。宮城県では平成26年１月から、キノコ栽培における放射能の事業を、

栽培管理実証事業に取り組んでおりまして、本町でも宮崎の方も含め数名が現在取り組んでい

るところであります。町としてもこれを支援し、早急な出荷制限解除を目指してまいりたいと

思っております。具体的には、施設栽培での原木シイタケ生産に取り組む生産者に施設導入助

成事業、これを実施し、支援してまいりたいと、そのように考えております。 

  とりあえず以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） 猪股俊一君。 

○２番（猪股俊一君） 本来ならもっともっと聞きたいところでありましたが、皆さんが、先輩

方がもう質問していますので、ちょっと省いていきます。 

  ６次産業化に対する期待は大きいですが、いざ現実的に考えますとなかなか難しいものがあ

る。取り組みに反対するものではないが、今ある農業形態は地理的な面、天候などのような条

件の中で位置づけられてきたものと思います。ですから、これを充実を図りながらやるべきこ

とを考える、これに対する町長の見解は。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） 議員がおっしゃるとおりでして、加美町の現在取り組んでおります、こ

れまで取り組んできた稲作を中心とした農業、これをやはりしっかりと支えていくということ

が必要ですので、ＪＡとの連携を今後ともこれまで以上に取り組んで、販路拡大等にも努めて

まいりたいと思っております。 

  また、畜産についてまだ触れる機会がなかったのですが、実はこの畜産、７月に肉用牛の育

成牛舎が完成しまして、200頭の預託が可能となるわけでありますけれども、やはりこれも

個々の農家が新たな投資をせずに規模拡大ができるという、こういった大きなメリットがあり

ますので、この畜産農家のコスト削減あるいは労力の低減、そしてひいては所得の向上という

ものにつながっていくものだと思っておりますので、そういった意味で畜産をも今後とも支援

をしてまいりたい。特に２年後には全国和牛共進会がありますので、ぜひそこに加美町の牛が

県代表として出場できるように支援をしてまいりたいというふうに思っています。 

  そのようなこれまでの取り組みをきちんと支援をしていくということに加えて、やはり先を

見た取り組みというものが必要になってまいると思っております。そういった視点から、薬用
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植物の栽培の調査研究にも着手をするということでございます。まさに将来大きな木に育つた

めには、まず種を植えるところから始まりませんと、種を植えなければいつまでたっても芽も

出ない、木にもならない、実もならないわけですから、やはり種をまず植えるということです

から、新年度においては調査研究という種をまいて、中長期展望に立って取り組んでまいりた

いと。並行してそういったものに取り組んでまいりたいというふうに思っている次第でござい

ます。よろしくお願いします。 

○議長（下山孝雄君） 猪股俊一君。 

○２番（猪股俊一君） 今町長がおっしゃった、先を見据えてということであります。どうぞ先

を見据えてしっかりとした農家の振興を担っていただきたいと、このように思います。 

  原木シイタケについて伺いたいと思います。東日本大震災からきょうで丸４年、５年目に入

るわけですが、私が聞くところによると、いまだに生産再開に向けての手だてをしていただか

ないと、生産者は口にしています。酪農家や和牛繁殖農家はいち早く利用自粛牧草を保管をし

ていただき手厚い保護を受けている、俺たちは原木のほだ木一本も保管してもらっていない、

このようなお話を聞いております。それでも、それもかなわず、牧草が先で、後にしてとの役

場での話だったと聞いております。また、原木一本保管していただいているわけでなく、悲痛

な叫び声とも言える訴えを聞いております。このことについて見解を伺います。 

○議長（下山孝雄君） 農林課長。 

○農林課長（鎌田良一君） 農林課長、お答えいたします。 

  まず、原木一本保管されていないということにつきましては、まず事実誤認があるかと思い

ます。町ではございませんけれども、原木の集積撤去事業ということで県のほうで事業を起こ

しまして、１カ所に集積をしまして、その辺につきましてはお金は作業賃として各農家にお支

払いをしているかと思います。 

  ただ、おっしゃるとおり、キノコの再開につきましてはほかの農作物より時間がかかってお

ります。１つには、原木がなかなか地元で手当てができないということ、それから、生産の再

開に当たりましては放射能が基準値以下にしなければいけないということがございまして、先

ほど町長が説明しましたように、国のマニュアルを受けまして平成26年の１月に県がキノコ栽

培における放射能対策の作業マニュアルというものを作成しまして、これに即して栽培された

結果のキノコが放射性物質の検査結果で基準値を下回れば生産再開ができるということで、県

内におきましては昨年登米市の２名の方、それからたしか大衡だったと思いますが、順次出荷

再開にこぎつけております。本町におきましても数名の方がこの事業に取り組んでおりまして、
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今、ことしの秋か来年の春に出てくるであろうそのキノコの検査の結果を踏まえまして、生産

の出荷の再開ができるのかなというふうに期待をしております。 

  ただ、先ほど申しましたように、原木の町内の調達がなかなか難しいということで、森林整

備のほうにおきましても順次放射性物質の検査を行いまして払い下げの可能な地域をできるだ

け明確にしていきたいというようなことで、平成27年度の予算にも計上していただいておりま

すので、ほかの作物よりは若干時間がかかってしまいましたけれども、生産再開に向けて努力

をさせていただいております。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） 猪股俊一君。 

○２番（猪股俊一君） 農林課長、大変申しわけないです。ちょっと古いお話だったので、全然

というお話がちょっと間違っていたかもしれません。 

  このような手続があるという話をしておりますが、その出荷制限解除に向けての話ですが、

昨日ですか、合庁において露地栽培原木シイタケの出荷制限解除に向けた説明会がありました。

震災当時から除染に明け暮れ、４年間の時間をかけてやっと今年度の春に、もしくは秋ころ出

せるのかなというようなお話を聞いてきました。やっとという前に、出荷制限解除の事務手続

の概要が７点ほどありまして、すごくこの書類を出すのも大変だと、このようなお話を聞いて

まいりました。 

  これを読み上げますと時間がないんですが、ちょっとよろしいでしょうかね。１、県が関係

省庁との調整資料を林野庁に提出、事前調整を図り、２、林野庁が農林水産省内と調整、３、

林野庁が厚生労働省内と調整、４、関係省庁による打ち合わせ、５、終了後、解除申請日と解

除日の調整、６、県が解除申請一式を林野庁に提出、７、原子力災害対策本部の指示書が県の

ファクスに入電なされて解除になるわけだそうです。 

  このような手続があるわけですが、この出荷解除に向けて最大限、皆さんに今までの４年分

の思いを町のほうから手当てをしていただきたいなと、このようにお願いをいたします。 

  最後に、平成27年度に向けての施政方針は大変前向きですばらしいと思います。しかし、執

行部では時間をかけ積み上げてきたものと考えますが、その部署部署のトップがもう少し踏み

出していただくと、例えばいち早く国の出してくる事業など、そして補助金などをどのように

町につなげていけるか、ここは大事だと思います。アンテナを高く張り、キャッチをすれば、

少しは前に進むものと考えます。月並みですが、スピード感を持ってと言わせていただきます。

終わります。ありがとうございました。 
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○議長（下山孝雄君） 以上をもちまして、２番猪股俊一君の一般質問は終了いたしました。 

  これをもちまして、本職に通告がありました一般質問は全て終了いたしました。 

  一般質問を終わります。 

  昼食休憩のため、１時まで休憩といたします。 

     午後０時０１分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午後１時００分 再開 

○議長（下山孝雄君） 休憩を閉じ会議を開きます。 

                                            

     日程第３ 報告第２号 専決処分した事件の報告について（加美町営北原住宅シルバ 

                ーハウジング棟新築工事請負変更契約の締結について） 

○議長（下山孝雄君） 日程第３、報告第２号専決処分した事件の報告について（加美町営北原

住宅シルバ―ハウジング棟新築工事請負変更契約の締結について）報告を求めます。 

  町長。 

○町長（猪股洋文君） 報告第２号専決処分した事件の報告についてご説明申し上げます。 

  本案件は、平成26年６月13日に開会された平成26年加美町議会第２回定例会において承認い

ただき、株式会社佐藤建設代表取締役佐藤 眞と契約いたしました加美町営北原住宅シルバー

ハウジング棟新築工事について、地方自治法第180条第１項の規定により、議会の議決を経た

工事請負契約で契約金額の10％以内、ただしその金額が1,000万円以下の増減による変更金額

については町長の専決事項であることから、平成27年２月16日付で工事請負変更契約締結の専

決処分を行ったため、地方自治法第180条第２項の規定により報告するものであります。 

  その内容は、１つ目に、緊急通報設備工事において緊急通報装置の委託先及び機器の詳細仕

様の決定に伴い、各住戸に設置する装置本体とＬＳＡ室、ライフサポートアドバイザー室の表

示装置の工事に要する費用の変更、２つ目に、ガス設備工事において耐久性とメンテナンス性

の向上を図るため、ガス管の材質をステンレス製フレキシブル管に変更、給排水設備工事にお

いて各住戸の給水圧の確保のための給水配管の径の変更と末端部分の出口弁の追加工事などの

工事の変更を行うものであります。これらの変更により、変更前契約額１億540万8,000円に

331万5,600円を追加し、１億872万3,600円に変更したものであります。 

  以上、ご報告いたします。 

○議長（下山孝雄君） 報告が終わりました。 
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  これより質疑を行います。質疑ございませんか。１番味上庄一郎君。 

○１番（味上庄一郎君） 条例の範囲内ということでありますが、330万円もの変更があったと

いうことで、いろいろな器具それから設備等において変更があったと今町長から説明がありま

したけれども、これだけの変更があったことは設計段階ではわからなかったんでしょうか。そ

の点について伺います。 

○議長（下山孝雄君） 建設課長。 

○建設課長（田中壽巳君） 建設課長、お答えします。 

  先ほど町長が主な変更理由の内容を述べましたけれども、当初設計では、先ほど説明しまし

た緊急通報設備の増嵩につきましては、当初通報システムの会社がいろいろありまして、セコ

ムや綜合警備保障、あとは警備会社などがありまして、設計の時点では、その契約先とか今ま

でのシステムの会社が決まっておりませんでした。その中で、工事を行っている段階でその保

障会社が決まりましたので、その内容が補助の対象になるということで、この工事に含めたほ

うが町の持ち出しが少ないということで変更をさせていただきました。 

  また、先ほどのガス設備の中で、当初は通常の白ガス管というもの、鉄管で当初計上してお

りましたけれども、施工の際にこれからの耐久性とか侵食のおそれが低いということで、ステ

ンレス製のフレキシブル管というものに変更させていただきました。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） ほかに質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたしま

す。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これにて、報告第２号専決処分した事件の報告について（加美町営北原住宅シルバ―ハウジ

ング棟新築工事請負変更契約の締結について）を終了いたします。 

                                            

     日程第４ 報告第３号 専決処分した事件の報告について（加美町庁舎耐震補強等工 

                事請負変更契約の締結について） 

○議長（下山孝雄君） 日程第４、報告第３号専決処分した事件の報告について（加美町庁舎耐

震補強等工事請負変更契約の締結について）報告を求めます。 

  町長。 

○町長（猪股洋文君） 報告第３号専決処分した事件の報告についてご説明申し上げます。 

  本案件は、平成26年７月11日に開会された平成26年加美町議会第５回臨時会において承認い
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ただき、小野田建設株式会社代表取締役高橋甚吾と契約いたしました加美町庁舎耐震補強等工

事について、地方自治法第180条第１項の規定により、議会の議決を経た工事請負金額で契約

金額の10％以内、ただしその金額が1,000万円以下の増減による変更金額については町長の専

決事項であることから、平成27年２月20日付で工事請負変更契約締結の専決処分を行ったため、

地方自治法第180条第２項の規定により報告するものであります。 

  その内容は、１つ目に、改修工事において１階床コンクリートが西側の一部でひび割れ沈下

が生じていたため、その補修に要した追加工事、２つ目として、同じく内部改修工事の天井改

修において天井下地材を固定するための天井スラブとの接続器具が大部分でふぐあいがあった

ために、新たにコンクリート面の削孔を行い、接続金属の取り付けを行ったことによる追加工

事、３つ目として、塗装改修としていた木製建具の一部で劣化、腐食等により塗装に対応でき

なかった建具のつくりかえを行ったことによる変更、また、全体的に石膏ボード塗装仕上げと

していた内装の一部について不燃木材による木質化を図ったことなどによる内装工事の変更、

４つ目として、設備改修工事における各課レイアウトに合わせた電源コンセント配線設備の追

加、既存空調設備の破損補修の追加、工事期間中の仮設切り回し工事の追加等のための変更を

行うもので、これにより変更前契約額２億4,054万8,400円に513万円を追加し、２億4,567万

8,400円に変更したものであります。 

  なお、本案件につきましては、平成27年２月27日までの工期にて実施し、工事は完了してお

り、２月28日に仮設事務所からの引っ越しを行っております。 

  以上、ご報告いたします。 

○議長（下山孝雄君） 報告が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたしま

す。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これにて、報告第３号専決処分した事件の報告について（加美町庁舎耐震補強等工事請負変

更契約の締結について）を終了いたします。 

                                            

     日程第５ 承認第１号 専決処分した事件の承認について（平成２６年度加美町一般 

                会計補正予算（第１０号）） 

○議長（下山孝雄君） 日程第５、承認第１号専決処分した事件の承認について（平成26年度加

美町一般会計補正予算（第10号））を議題とします。 
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  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 承認第１号専決処分した事件の承認について（平成26年度加美町一般会

計補正予算（第10号））についてご説明申し上げます。 

  本案件は、事務補助員として税務課の臨時職員を任用するため、２月９日に専決処分を行っ

たものです。 

  補正予算の内容は、歳出の総額を補正前と同額の142億5,658万2,000円とする補正予算で、

歳出予算の組み替えを行うものであります。 

  歳出について、総務費において、税務総務費臨時事務賃金として42万3,000円増のほか、予

備費を減額するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたしま

す。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしといたしま

す。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより承認第１号専決処分した事件の承認について（平成26年度加美町一般会計補正予算

（第10号））の採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしといたします。よって、承認第１号専決処分した事件の承認

について（平成26年度加美町一般会計補正予算（第10号））は原案のとおり承認することに決

定いたしました。 

                                            

     日程第６ 議案第３号 加美町寒風沢地区地域振興基金条例の制定について 

○議長（下山孝雄君） 日程第６、議案第３号加美町寒風沢地区地域振興基金条例の制定につい

てを議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第３号加美町寒風沢地区地域振興基金条例の制定についてご説明申
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し上げます。 

  平成25年８月に筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムの容量再編及び田川ダム事業を中止する決定

がなされました。中止になった田川ダムの建設予定地であった寒風沢地区では、建設を前提と

していたことから他の地区と比べ地域振興がおくれている状況でございます。 

  町は国に対しこのことに関するさまざまな要望を行ってまいりましたが、このたび国土交通

省から、法令上住民への個別補償はないが、町職員がこれまで田川ダムに対して協力してきた

分の人件費として9,200万円を町へ支払うとの連絡がありました。これを原資といたしまして、

基金に積み立てた上で、立ちおくれていた寒風沢地区の地域振興対策に活用するために、加美

町寒風沢地区地域振興基金条例を制定するものでございます。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。４番早坂忠幸君。 

○４番（早坂忠幸君） 田川ダムの今度新年度予算にあります9,200万円の件なんですけれども、

おととい19番議員が質問していましたけれども、この9,200万円の金額が今後ふえる見込みが

あるのか、これで終わりなのか、まずその辺をお聞きします。 

○議長（下山孝雄君） 建設課長。 

○建設課長（田中壽巳君） 建設課長です。 

  9,200万円を１回だけかという質問でございますけれども、国の補償基準の中で、公共事業

の施行に伴う公共補償基準というものがありまして、その中には補償金額は１回に限るという

要項がありまして、そのことも国のほうに確かめましたらば、今回１回限りだということでご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（下山孝雄君） 早坂忠幸君。 

○４番（早坂忠幸君） さっきの町長の説明でも、国から提示されてこの金額だということでし

た。事前にはなかったのかどうかわかりませんけれども、田川ダムに関しては、当初第１、第

２ダムがありまして、民主党政権になりましてダムの見直しということで、最終的には中止と

いうことになりました。その間30年ほど、あそこの地権者は、私も当時いました関係上、かな

り協力的でして、それでお願いといいますか、もう１回国のほうにかけ合えるかどうかわかり

ませんけれども、例えば、何かあれば多分これで町長が説明した地域振興のためだけじゃなく

て、地域の方々、町職員のための経費を要しただけじゃなくて、さっき建設課長も説明してい
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たんですけれども、それだけじゃなくて、慰謝料とか、これまで30年間の心痛料とか、そうい

うのはあると思うんですよね。だから、その辺、今後国のほうに働きかけるといいますか、そ

ういう気持ちは町長ございますか。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） 当然そういうことを要求してまいりました。しかしながら、ダムが建設

が始まっての中断ということについてはそういったものがあるわけですけれども、これは建設

に至っていないという状況での中止ということで、一切個別補償的な慰謝料的なものを国とし

ては法令上出すことができないということでありました。何度かこのことについては直接私の

ほうからも、あるいは地権者のほうからも直接、国のほうに要求をしてまいりましたけれども、

国として出せるのはいわゆる30年間の職員のこのダムにかかわった人件費相当額、これ以上の

ものは出すことはできないということでありました。大分建設課も努力をして、ここまで積み

上げた結果ですので、ご了解いただきたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 早坂忠幸君。 

○４番（早坂忠幸君） あそこのところに、例えば地域振興ということでこの金を使うとします。

そうした場合に、一般質問の中でも答弁で出ていたんですけれども、例えば集会所を直すとか

道路を直すとかも結構なんですけれども、もうあそこのところは、言っては悪いんですけれど

も高齢化が進んでいまして、ダムの今回の敷地の中にはもう住んでいるうちが１軒、あと夏に

なれば帰ってくる人２軒、２戸しかないですよね。あと下流側もなかなか将来的に、例えばそ

ういう施設を立派につくったり直したりしても、なかなかそれだけでいいのかという思いがし

ます。 

  それで、再度なんですけれども、例えばそれ以上来ないんだとなった段階で、その9,200万

円なるものを、プラスになればもっとよろしいんですけれども、30年間にわたってきた地権者、

関係者に対する先ほど言った慰謝料的なものがこの金から回せるかどうか、その辺もう１回お

願いします。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） 町が9,200万円を活用する上で、国庫補助金なども入れながら、この

9,200万円というものを、倍なり、もっと膨らませていくことができるだろうとは思っており

ますし、当然国も県もそのことには協力していきますと。優先して補助事業として協力しなが

らやっていきましょうというふうなお話をいただいておりますから、これまた十分に地域の

方々と話し合いをしながら、進めていくべきだろうと思っています。 
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  また、当然、これからの寒風沢地区がどうなっていくかということ、５年後、10年後という

ことも考えながら、ここの本音を引き出しながら、これは取り組んでいく必要があるだろうと

いうふうに思っています。 

  なかなか補償としてそのお金を払うということは、国としてもちろんできない。町がどうい

った形でこれまでの30年間のご苦労に報いることができるか、そういったことも十分研究しな

がら、これは進めていく必要があると。ですから、研究をしながら、地域の方々の意見も聞き

ながら、進めていく必要があるというふうに思っております。 

○議長（下山孝雄君） ほかに質疑はございませんか。19番佐藤善一君。 

○19番（佐藤善一君） 設置目的は建設中止に伴う地域振興にかかわる事業推進のためというこ

とであります。何年ころをもってこの目的が達成され、この条例の廃止となることを想定して

おられるか、お尋ねをいたします。 

○議長（下山孝雄君） 建設課長。 

○建設課長（田中壽巳君） 建設課長、お答えします。 

  寒風沢地区の地域振興検討会で提案されました今度の振興策ということで、一般質問の中で

もその事業を説明しましたが、ハードの面につきましては、ことしから調査に入りまして、道

路整備につきましては５年ぐらいを想定していると。そのほかの事業に対しても二、三年程度

ということで事業は完了したいと思っております。 

  ただし、先ほど申しました地域の皆様方の補償、ソフト面に対してのことでございますけれ

ども、町長も申し上げましたけれども、これから地域の皆様の意見を聞きながら対応するとい

うことで、できるだけ早急に検討してまいりたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（下山孝雄君） 佐藤善一君。 

○19番（佐藤善一君） 前の所長、稲葉所長ですか、あの方は今のこの橋や山を崩して、幅広い

道路、真っすぐに３年でやりますと言ったそうですが、今の所長はそんな引き継ぎは受けてい

ないと、こういったことを言っているそうですが、こういった長い歳月がかかる大型公共事業

はこういった時代の影響で大きく変わって、まちづくりにも大きな影響を与えることになるん

ですよね。ですから、事前にこういった振興策が継続できるような新たなルールづくり、撤退

に伴う新たなルールづくりを強く国や県に求めていくべきだと思いますし、これからの事業に

対する進め方の基本的な考えをもう一度お願いしたいと思います。 

  もう既に先ほど４番議員に答弁があったようですが、どうせダムができるんだからというこ
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とで、前々からいろいろな要望が出されていた道路なんかはつくらず、ずっと何十年も続いて

きたわけです。もう冬、除雪車も来ないうち、夜の暗いうちからダンプ運転している方ですが、

２キロ近い道路を腰切りの雪の中こいでずっと帰って、もうしびれを切らして、それで下がっ

たんですよね。そういったことなんですよね。金で全てを解決しようとするのはちょっとね。

このままだとしっかりとこの振興策が満たされなくて風化してしまうおそれがありますので、

もう一度この辺。 

○議長（下山孝雄君） 建設課長。 

○建設課長（田中壽巳君） 建設課長です。お答えします。 

  国と県と町と地元の代表者が集まりまして、２月27日に寒風沢地区の地域振興計画書という

ものをつくり上げました。その中で、先ほど申し上げましたハード対策に対しまして計画を掲

げて、そのことが承認されました。今後も、その会議を通して、また地元の皆様の意見を聞き

ながら、この計画書に反映してまいりたいと思っております。 

  また、その中でも、事業執行者、町で行う、この計画書の中には道路整備事業は町が事業主

体になって行うことに決まりました。その運営の執行の方法につきましても、補助事業で対応

してもらうと。補助金をもらって整備していきたいということで、その辺も国との交渉の中で

大筋の方法は決まっておりますので、この計画書を確実なものに、今年度から計画書を確かな

ものにしていきたいと。その場合においても、先ほど町長も申し上げましたが、国も県も協力

して対処していくということでございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 佐藤善一君。 

○19番（佐藤善一君） 協議会の総会、去年やる総会、まだ終わっていないでしょう。地方分権

の推進計画基本法の中に、直轄事業の見直しに対する基本的な考え方の中で、最終的に自治体

の意見を聞くなどしてその手続が完了したらば、それぞれの自治体の裁量の施行に任せて、あ

とは引き継ぐとなっております。したがって、これからの町のさじ加減といいますか、役割は

大変大きいものがあるかと思います。国とそして町の役割分担を明確にして、これで済ますこ

とのないように、もっと主張していくべきだろうと思います。そのことについて。 

○議長（下山孝雄君） 建設課長。 

○建設課長（田中壽巳君） 建設課長、お答え申し上げます。 

  議員さんの考え方をしっかり今後とも国、県に伝えていきたいと思っております。よろしく

お願いします。 

○議長（下山孝雄君） そのほか。８番伊藤由子さん。 
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○８番（伊藤由子君） ４番議員の質問に関連してなんですが、今の発言にも関連していますけ

れども、地域振興という名のもとに行われる事業の範囲とか幅とかということについて私はと

ても気になっているんですが、２月27日に地域振興計画書が作成されたとあるんですが、今そ

こにお持ちであればいいんですけれども、なかったとしたら、その中に含まれていた地域振興

というふうに総称される内容について二、三挙げていただけたらと思います。 

  というのは、ほとんどハード面になるんじゃないかなと思うんですが、慰謝料という話もあ

りましたけれども、そういったそこの地域の人たちへの今までの心労とか苦労に対するどんな

形で報いられるのかというふうなことがとても気になっていましたので、わかる範囲でよろし

いですので、どうぞ説明をいただければと思います。 

○議長（下山孝雄君） 建設課長。 

○建設課長（田中壽巳君） 建設課長、お答えします。 

  先ほど申し上げました地域振興計画書の中身ですけれども、まず最初に、生活基盤整備事業

というものがあります。その中で町道の改良整備ということで、地元から要望がありました２

路線の道路改良の計画を実施していくということです。また、寒風沢堰の改良ということで、

これも整備をしていこうということに計画が上がっております。また、キタイ沼川の崩落対策

ということで、今、川が崩れた部分を修繕を行うという計画でございます。また、田川の支障

木の撤去事業ということで、この事業も行っていきたいということで、地元の要望に応えると

いうことで、これは宮城県が事業主体となって事業をやっていこうということでございます。

また、寒風沢地区の排水対策ということで、これも地元から要望がありました排水路の整備と

いうことでやっていくと。これは国土交通省が事業主体になって実施していくという計画にな

っております。また、そのほかに地域活性化事業ということで、地元から要望がありました集

会所の整備を行っていこうということでございます。 

  大まかに計画書にはのっておりますけれども、これを実施する中で、また細部にわたって地

元の調整が必要だと思っております。例えば地元の意見は集会所の整備をしてほしいと当初上

がったんですけれども、もう住む人たちが少なくなっているので集会所の整備は必要でないの

ではないかという意見も聞いておりますので、そういった中で、また地元に対していろいろ意

見を聞きながら、集会所の整備に当たってはこれから検討していく課題だろうと思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 
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○町長（猪股洋文君） 今建設課長が申し上げたことは、この地元からの要望７項目についてで

す。もちろんこれで十分だと私も思ってはおりません。やはりこれから10年先のことも考えて、

どんどん高齢化していく地区の方々を町としてどう支えていくかという、そういった視点が私

は重要だと思っておりますので、そういったことも含めて、このことはこのこととして、先ほ

ど建設課長が答弁したように、一部見直すべきものも私はあるだろうと。本当に必要なんだろ

うかというものもあるのではないかとも思っておりますので、そういったこともやりながら、

さらに先を見て、地域の方々のお役に立てるような事業というものを町としても考えていきた

いというふうに思っております。 

○議長（下山孝雄君） そのほかに質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認め

ます。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第３号加美町寒風沢地区地域振興基金条例の制定についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしと認めます。よって、議案第３号加美町寒風沢地区地域振興

基金条例の制定については原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第７ 議案第４号 加美町地域包括支援センターの職員等に係る基準を定める条 

                例の制定について 

○議長（下山孝雄君） 日程第７、議案第４号加美町地域包括支援センターの職員等に係る基準

を定める条例の制定についてを議題といたします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第４号加美町地域包括支援センターの職員等に係る基準を定める条

例の制定についてご説明申し上げます。 

  本案件は、平成25年に設立しました「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を

図るための関係法律の整備に関する法律」の施行による介護保険法の一部改正に伴い、地域包

括支援センターの人員等に係る基準について条例で定めるものであります。 

  基準については、国で定める基準と異なる内容を定める特別な地域の事情等はないことから、
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国の基準を準用して定めるものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第４号加美町地域包括支援センターの職員等に係る基準を定める条例の制定に

ついての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしと認めます。よって、議案第４号加美町地域包括支援センタ

ーの職員等に係る基準を定める条例の制定については原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第８ 議案第５号 加美町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定 

                介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法 

                に関する基準等を定める条例の制定について 

○議長（下山孝雄君） 日程第８、議案第５号加美町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営

並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定め

る条例の制定についてを議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第５号加美町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制

定についてご説明申し上げます。 

  本案件は、平成25年に成立しました「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を

図るための関係法律の整備に関する法律」の施行による介護保険法の一部改正に伴い、指定介

護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準等について条例で定めるものでございます。 

  なお、条例については、従うべき基準の項目については国の基準を準用して定めることとし、

しんしゃくすべき基準のうち一部の項目については国の基準と異なる基準を盛り込み、それ以
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外は国の基準を準用して定めるものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。14番工藤清悦君。 

○14番（工藤清悦君） 説明いただきましたけれども、これによって現状とどういうふうに変わ

ってくるのかなというふうにイメージ的にわからないんですけれども、その辺の説明をいただ

ければありがたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 包括支援センター所長。 

○地域包括支援センター所長（猪股和代君） 地域包括支援センター所長です。 

  今のご質問、そのとおりで、特に変わりはないというところで押さえていただいてよろしい

です。 

  以上です。 

○議長（下山孝雄君） ほかに質疑はございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めま

す。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第５号加美町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支

援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定について

の採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしと認めます。よって、議案第５号加美町指定介護予防支援等

の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準等を定める条例の制定については原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第９ 議案第６号 加美町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 

○議長（下山孝雄君） 日程第９、議案第６号加美町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定

についてを議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 
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○町長（猪股洋文君） 議案第６号加美町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定についてご

説明申し上げます。 

  本案件につきましては、新型インフルエンザ等対策特別措置法が平成24年５月11日に公布、

平成25年４月13日から施行されました。この法律に基づき、新型インフルエンザ等対策のため

の国、県、市町村の責務が定められ、新型インフルエンザ等緊急事態宣言がなされたときは町

においても直ちに対策本部を設置しなければならないことから、今回、本町対策本部に関し必

要な事項を定めた条例を制定するものです。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。８番伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） これは新型インフルエンザが発生したときのみに適用されるものなので

しょうか。例えば、今アフリカ等で発生しているエボラ出血熱とか、そういう新型の病気が発

生したときにもこれが適用されるというわけにはいかないのかどうかということと、タイトル

がこのとおりインフルエンザ対策本部とはなっているんですけれども、これに関して、受け入

れ先、患者が発生したときに受け入れ先等はどういう病院、例えば加美病院を想定していると

か、そういうことは規定に盛り込まれなくてもよろしいのかどうか、お伺いします。 

○議長（下山孝雄君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（下山 茂君） 保健福祉課長、お答えします。 

  基本的には新型インフルエンザが基本でございますが、今お話があったエボラの関係も、そ

ういった海外で発生したものも、感染が非常に強いものについては国が対策本部を設置すると

いうことになっております。その設置に基づいて県なり町も設置するというようなことになっ

ておりますので、国で設置となれば、町もそれに合わせてするということになります。 

  それから、もう１点、受け入れ先でございますが、エボラの件でも国内でも決まった指定医

療機関がございます。今回についても、これは町レベルで設定するのではなくて、町はどちら

かというと、例えば海外で発生した場合、あるいは国内で発生した場合、それから県内で発生

した場合という、そういう段階において、それが加美町でも広まらないための調整とか情報の

発信とか、そういうことをするための本部の設置になります。よろしくお願いします。 

○議長（下山孝雄君） ほかにございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。 
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  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第６号加美町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定についての採決を行い

ます。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしと認めます。よって、議案第６号加美町新型インフルエンザ

等対策本部条例の制定については原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第１０ 議案第７号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正す 

                 る法律の施行に伴う関係条例の整理について 

○議長（下山孝雄君） 日程第10、議案第７号地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部

を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理についてを議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第７号地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する

法律の施行に伴う関係条例の整理についてご説明申し上げます。 

  本案件は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律が平成27年４月

１日から施行され、教育委員会委員長と教育長を一本化した新たな教育長が常勤の特別職とし

て設置されることから、関係条例の整理を行うものであります。 

  なお、経過措置として、現教育長の在職中に限り、改正後の条例は適用せず、改正前の条例

を適用することとしております。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。19番佐藤善一君。 

○19番（佐藤善一君） これまで文科省があって県教委があって町の教育委員会があってそれぞ

れの学校と、こういった上意下達の強固な縦割り行政があったわけですが、今回のこの見直し

でもってどれだけその体質が改善されるんだと。今までですと上からの指示待ちという部分が

大変あったわけですが、この辺どのような改善がなされるのか。また、例えば学級編制権だっ

たり研修権、そういったものはどうなるのかとか、お尋ねをいたします。 

○議長（下山孝雄君） 教育長。 

○教育長（早坂家一君） 今ご質問があった件についてなんですが、文科省、それから県教委、
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それからあと町教委、そして学校ということですけれども、その縦のつながりにつきましては

大きくは変わらないと思います。 

  ただ、今回、改定の趣旨の中で、これまでは課題であった部分が改善されるということで、

大きく４点変わってきているわけなんですけれども、１つは教育長の一本化ということと、そ

れから教育長へのチェック体制の強化と。それから、先日お話ししました総合教育会議の設置

と。それから、教育に関する大綱を首長が策定すると。こういうことが４点新たに変わって、

町長と教育長、教育委員会が共通理解を持って一つの方向性を持って教育行政に携わっていく

ということで進めていくわけなんですが、今回、地方教育行政において万が一問題があった場

合、国が最終的に指示もできるということが大きいのかなというふうに思います。よろしいで

しょうか。 

○議長（下山孝雄君） 佐藤善一君。 

○19番（佐藤善一君） 今まで県職員ということで学級編制権だったり先生方が研修される研修

権、こういったものは今度は町の考えでもってできるということなんでしょうか。 

○議長（下山孝雄君） 教育長。 

○教育長（早坂家一君） 教職員の研修につきましては、法的に教育公務員特例法で定められて

いますので、それについては変わりません。あと、教員の研修につきましても、法定研修もあ

るわけですね。それは、初任者研修と10年経験者研修等につきましては、それは変わりません。

ただ、それ以外に、これまでも同じなんですけれども、教員の研修につきましては当然町教委

のほうでも現在もやっておりますので、それについては特別変わることはありません。 

  ただ、あと学級編制につきましては国のほうの基準がありますので、それを受けながら、あ

と県のほうでそれを受けてどうするかということになっていますので、それについても特に今

回の教育委員会制度が変わったからということで変更になることはありません。よろしいでし

ょうか。 

○議長（下山孝雄君） ほかにございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第７号地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整理についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 
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     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしと認めます。よって、議案第７号地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理については原案のとおり可

決されました。 

                                            

     日程第１１ 議案第８号 加美町教育長の勤務時間等に関する条例の制定について 

○議長（下山孝雄君） 日程第11、議案第８号加美町教育長の勤務時間等に関する条例の制定に

ついてを議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第８号加美町教育長の勤務時間等に関する条例の制定についてご説

明申し上げます。 

  本案件は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律が平成27年４月

１日から施行され、教育長の職務専念義務が追加されることから、教育長の勤務時間及び職務

専念義務の特例について条例で定めるものであります。 

  なお、経過措置として、現教育長の在職中に限り、本条例は適用しないこととしております。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたしま

す。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしといたしま

す。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第８号加美町教育長の勤務時間等に関する条例の制定についての採決を行いま

す。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしといたします。よって、議案第８号加美町教育長の勤務時間

等に関する条例の制定については原案のとおり可決することに決定いたしました。 
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     日程第１２ 議案第９号 加美町行政手続条例の一部改正について 

○議長（下山孝雄君） 日程第12、議案第９号加美町行政手続条例の一部改正についてを議題と

します。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第９号加美町行政手続条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

  処分及び行政指導に関する手続について、国民の権利利益の保護の一層の充実を図るため、

行政手続法の一部を改正する法律が平成27年４月１日から施行されることになりました。地方

公共団体において行政手続法は法律、政令等に根拠を有する処分、行政指導等についてのみ適

用があり、条例及び規則に根拠を有する処分、行政指導等については適用除外とされています。

他方、地方公共団体は処分、行政指導等を定める行為に関する手続について、この法律の規定

の趣旨にのっとり、行政運営における公正の確保と透明性の向上を図るため必要な措置を講ず

るよう努めなければならないとされています。これを受けて、本町では、加美町行政手続条例

を制定し、法律で適用除外とされている条例及び規則に根拠を有する処分、行政指導等を定め

る行為について、法律と運用が異なることに伴う支障が生じないようにするため、法律と同内

容の規定を同条例に規定しています。 

  本案件は、今回の法律の改正に合わせて、加美町行政手続条例についても同様の改正を行う

ものです。 

  主な改正内容は、法令に違反する事実の是正のための処分または行政指導を求めることがで

きる処分等を求めることや、法令の要件に適しない行政指導の中止等を求めることができる行

政指導等の中止等を求めることなどを新たに規定するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたしま

す。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしといたしま

す。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第９号加美町行政手続条例の一部改正についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 
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     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしといたします。よって、議案第９号加美町行政手続条例の一

部改正については原案のとおり可決することに決定いたしました。 

                                            

     日程第１３ 議案第１０号 加美町職員の給与に関する条例の一部改正について 

○議長（下山孝雄君） 日程第13、議案第10号加美町職員の給与に関する条例の一部改正につい

てを議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第10号加美町職員の給与に関する条例の一部改正についてご説明申

し上げます。 

  今回の改正は、平成26年の人事院勧告に伴い改正するものであります。勧告には２つの柱が

あり、１つは民間との給与差を埋めるため、月例給、ボーナス、通勤手当を平成26年４月にさ

かのぼり引き上げるもので、こちらは昨年11月の臨時議会で改正案をご承認賜りました。もう

一つは、給料表や諸手当のあり方を含めた給与制度について３年計画で総合的見直しを行うも

ので、平成27年４月１日から施行するものでございます。 

  改正の内容は、給料表につきましては、地域の民間給与水準を踏まえて平均２％の引き下げ

改定を行うもので、経過措置として３年間の現給保障を行います。地域手当につきましては、

１級地増設し、支給率を改正するものであります。単身赴任手当につきましては、支給額の引

き上げを行うもので、再任用職員も対象とする改正であります。管理職員特別勤務手当につき

ましては、臨時または緊急の必要により、平日深夜午前０時から午前５時までの勤務に対し支

給する改正であります。 

  地方公務員の給与改正につきましては、民間準拠の人事院勧告制度に基づく国家公務員の取

り扱いを基本として決定すべきものとされており、国家公務員の取り扱いを基本に、今回関係

する給与条例の改正を行うものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたしま

す。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしといたしま
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す。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第10号加美町職員の給与に関する条例の一部改正についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしといたします。よって、議案第10号加美町職員の給与に関す

る条例の一部改正については原案のとおり可決することに決定いたしました。 

                                            

     日程第１４ 議案第１１号 加美町立認定こども園設置条例の一部改正について 

     日程第１５ 議案第１２号 加美町保育所条例の一部改正について 

○議長（下山孝雄君） お諮りいたします。日程第14、議案第11号加美町立認定こども園設置条

例の一部改正について及び日程第15、議案第12号加美町保育所条例の一部改正について、以上

２件は関連いたしておりますので、会議規則第36条の規定に基づき、一括議題といたしたいと

思います。これにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしと認めます。よって、日程第14、議案第11号加美町立認定こ

ども園設置条例の一部改正について及び日程第15、議案第12号加美町保育所条例の一部改正に

ついては一括議題といたします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第11号加美町立認定こども園設置条例の一部改正について、議案第

12号加美町保育所条例の一部改正についてにつきましては、関連がありますので一括してご説

明申し上げます。 

  本案件は、本年４月から施行される子ども・子育て支援新制度による認定こども園や保育所

等の制度改正に伴い、条例の一部を改正するものであります。 

  子ども・子育て支援新制度では、子ども・子育て支援法、認定こども園法の一部改正法、関

連法律の整備法、いわゆる子ども・子育て関連３法に基づいて、幼児期の学校教育・保育の総

合的な提供や地域の子ども・子育て支援を総合的に推進することとされているものでございま

す。公立の認定こども園や保育所等においても、この新制度における教育・保育施設という位

置づけになりますことから、教育標準時間や保育標準時間等の認定を受けて利用することなど

による改正を行うものであります。 
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  改正の主な内容は、議案第11号の認定こども園設置条例では、幼保連携型認定こども園制度

の改正に伴う設置目的や教育・保育の利用時間の区分等について、また、議案第12号の保育所

条例では、保育の実施について、これまでの「保育に欠ける」から「保育を必要とする」に制

度改正されたことに伴い、所要の改正を行うものであります。 

  また、保育料等についても、新制度では階層区分がこれまでの所得税を基準とした額から、

市町村民税所得割額に改正されたことなどに伴い、保育料徴収規則の改正を行いますが、現行

の水準を維持し、移行することとして設置をしております。 

  なお、平成28年度以降の保育料については、新年度において財政負担等も含めて検討するこ

ととしております。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。14番工藤清悦君。 

○14番（工藤清悦君） 返り討ちに遭うのを懲りずにまたお聞きしますけれども、子育て支援室

長、この改正によって包括支援センター所長みたいな答えでなくて、少し優しく、なぜ実際こ

う変わるのかなというふうに思っていました。ちょっとイメージが湧かないものですから、ひ

とつよろしくお願いいたします。 

○議長（下山孝雄君） 子育て支援室長。 

○子育て支援室長（佐藤 敬君） 子育て支援室長、お答えをいたします。 

  子ども・子育て支援新制度ということで、なかなか説明しにくいわかりづらい部分がありま

すが、基本的には利用する保護者の皆さんにとっては変わりない部分が多い制度でございます。

ただ、今回の新制度におきましては、認定を受けて利用していただくということで、いわゆる

介護保険的な考え方になりますけれども、例えば３歳以下の子供であれば３号認定の保育が必

要な人、あと２号認定というのが３歳以上の保育が必要な方、あと１号認定というのが３歳以

上の教育、いわゆる幼稚園的な利用をする方というような形で、３つの区分に分けて保育が必

要であれば保育の認定というような形で、認定を受けて幼稚園なり保育所なり認定こども園を

利用していただくというような形に制度が１つ変わるということになります。 

  ただ、今回、新年度に当たりましては、入所・入園の申し込みとあわせてその書類を一緒に

というか、同じ様式にして出していただくというようなことで、利便性等は図ってしたつもり

でございますが、そういったまず利用に当たって認定を受けていただくというのが１つ変わる

ということでございます。 
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  あと、もう１点として、保護者にかかわる部分としましては、保育料等の関係がございます。

先ほど町長からもご説明がありましたが、これまでの所得税を基準とした額から市町村民税に

変わるという点が１つあります。もう一つとしましては、基本的に考え方が所得による応能負

担という考え方になります。ですから、基本的には私立幼稚園が例えば新制度に移行する場合、

あるいは認定こども園に移行する場合については、町が決定した保育料の基準に基づいて保護

者がお支払いをしていただくということになって、これまでの私立幼稚園が独自で決めた保育

料というわけではなくて、町が設定した保育料ということで、それを基準にして保育料になっ

ていくというようなのが大きな形になります。 

  ただ、私立幼稚園については、平成27年度については、２園ございますが移行しないという

ようなことでございますので、ただ１園が平成28年度から認定こども園で移行したいというよ

うなことの計画でございますので、そういった部分で保育料の点についての私立幼稚園が町で

定めた保育料になっていくというような部分が大きな部分としては変わる制度でございます。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） ほかにございませんか。８番伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） 私も詳しくはわからないので、まだ保護者は申請中なのかと思うんです

が、もう締め切りは終わったんでしょうか。まだかと思うんですが、この改定で私が１つよか

ったと思うのは、認定を受ける際、「保育に欠ける者」というすごい非人間的な表現が、「保

育を必要とする者」というふうな表現に変わったということはすごい大きいことだなと思って

います。 

  それから、保育料を見ると、国の基準に比べてもまだまだ加美町は安いんじゃないかなと思

いますので、こういったところも子育てしやすい町としてアピールしていけるんじゃないかな

と思っていますが、どうでしょうか。 

  それから、この新制度に向けて申請中の数というんですか、保育所と認定こども園、幼稚園

との、その割合みたいなものが今の時点でわかれば、把握している範囲でよろしいですのでお

願いします。 

○議長（下山孝雄君） 子育て支援室長。 

○子育て支援室長（佐藤 敬君） 子育て支援室長です。 

  まず、今お話のありました保育の必要性というようなことで、今度は「保育に欠ける」とい

う言葉から、議員のおっしゃるとおり変わっております。そういった点で、新たに、これまで

休職中である場合については保育所に入ることはできなかったわけでございますけれども、休
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職中の方についても必要とするというようなことで可能となっております。ただ、期間的に一

応90日、３カ月というような形になりますけれども、そういった形で認められてきたというよ

うなところが新しい部分でございます。 

  また、保育料についてのお話もございましたけれども、基本的には加美町、これまで、合併

した当時が国基準の約50％、平成25年度から若干上がりまして国基準の56％程度というふうな

ことで設定をしてまいりました。今回の制度改正に合わせましても現行の水準を維持するとい

うようなことで設定をさせていただいておりますので、大体約55％ぐらいのところに設定をさ

れているところでございます。 

  入所・入園の状況でございますけれども、12月から募集を開始しましてやっておりますが、

２月現在で申し込みの終わった方については、ほぼ全員入所・入園という形でなっております。

例えば中新田保育所については今のところ221人、こども園につきましては、ひがし園で133人、

にし園で54人、みやざき園で101人というような形で、あと賀美石幼稚園も42人というふうな

形で、ご希望なされた方は入所というような形になります。 

  ただ、今回、小規模保育事業というのが４月から新しく実施するということで今準備をされ

ている事業者がおります。今回の入所の選考に当たっては、やっぱり中新田保育所を希望され

る方ではそれの枠ではちょっと入り切れないくらいの希望がございました。小規模保育は19人

の施設でございますが、現在のところ小規模保育事業のほうとも利用調整という形で、内定的

な形で調整をさせていただいて、そちらのほうに今17人ほど決定をしております。そういった

形で、希望されている方は待機というふうなことはなくて、平成27年４月時点では入所できる

というようなことになっております。逆に言いますと、小規模保育事業がなければ十何人以上

の待機が出たというようなことにもなったということにもなるというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） ほかにございませんか。１番味上庄一郎君。 

○１番（味上庄一郎君） 先ほど加美町内の２つの私立幼稚園、平成28年度から認定こども園に

なるということでありますが、それに関して、現在私立幼稚園に対しても助成があるかと思う

んですが、現状の公的な保育園と私立幼稚園の保育料の違いといいますか差額は把握しており

ますでしょうか。 

○議長（下山孝雄君） 子育て支援室長。 

○子育て支援室長（佐藤 敬君） 子育て支援室長でございます。 

  保育料ということで、公立、私立の幼稚園の保育料というようなことでございますが、まず
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公立の幼稚園あるいは認定こども園の現在の短時間利用という部分については、月額で5,500

円という定額になっております。あと私立幼稚園につきましては、これも月額の固定額でござ

いますが、聞いております額は給食費ともで、１つの幼稚園が２万1,000円、もう一つが２万

600円というようなことで聞いております。先ほどの公立幼稚園5,500円には給食費が別に

4,000円というような形に設定をされております。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） 味上庄一郎君。 

○１番（味上庄一郎君） 平成28年度から私立幼稚園の１園が認定こども園になって、今回の改

正の対象になってくると思うんですけれども、その場合、やはり私立幼稚園の経営というのは

大分逼迫してくるのではないかというふうに思うんですけれども、それに対する町の助成制度

みたいなところの改正とか、そういう点は考えてはおられないでしょうか。 

○議長（下山孝雄君） 子育て支援室長。 

○子育て支援室長（佐藤 敬君） 子育て支援室長でございます。 

  新制度におきます大きな考え方として、もう一つ運営費に対する考え方というのもあります。

保育料について町が決定するというようなことのお話をさせていただきましたけれども、それ

とあわせまして、公定価格といいまして全体に係る、その施設に係る標準的な経費、これが国

の基準に基づいて算定をして、その人数とか何歳児とかの希望によって計算するわけでござい

ますけれども、そういった価格を公定価格という言い方をしまして、それを基準にしまして、

そこから保護者からいただく保育料を差し引いた部分を国と県と町で負担をするというような

制度になっております。国のほうでその公定価格というものを発表した際に、認定こども園等

からも引くんじゃないかというようなお話も一時あった時期があったんですけれども、国のほ

うでも若干改定などをしているようでございますので、実際の大筋的なものを試算をしながら、

その標準的な経費という部分を検討させていただきたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） ほかにございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたします。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしといたしま

す。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第11号加美町立認定こども園設置条例の一部改正についての採決を行います。 
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  お諮りいたします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしと認めます。よって、議案第11号加美町立認定こども園設置

条例の一部改正については原案のとおり可決することに決定いたしました。 

  次に、議案第12号加美町保育所条例の一部改正についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしといたします。よって、議案第12号加美町保育所条例の一部

改正については原案のとおり可決することに決定いたしました。 

  暫時休憩といたします。２時35分まで。 

     午後２時２０分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午後２時３５分 再開 

○議長（下山孝雄君） 休憩を閉じ、会議を開きます。 

                                            

     日程第１６ 議案第１３号 加美町中新田交流センター条例の一部改正について 

○議長（下山孝雄君） 日程第16、議案第13号加美町中新田交流センター条例の一部改正につい

てを議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第13号加美町中新田交流センター条例の一部改正についてご説明申

し上げます。 

  本案件は、中新田交流センターに平成27年４月１日から指定管理者制度を導入することに伴

い、管理運営を教育委員会部局から町長部局に所管がえを行い、町の観光施設として集客に努

めるため、条例の一部を改正するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたしま

す。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしといたしま
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す。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第13号加美町中新田交流センター条例の一部改正についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしといたします。よって、議案第13号加美町中新田交流センタ

ー条例の一部改正については原案のとおり可決することに決定いたしました。 

                                            

     日程第１７ 議案第１４号 加美町敬老祝金等支給条例の一部改正について 

○議長（下山孝雄君） 日程第17、議案第14号加美町敬老祝金等支給条例の一部改正についてを

議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第14号加美町敬老祝金等支給条例の一部改正についてご説明申し上

げます。 

  町では高齢者の長寿を祝うため、その年の12月31日において77歳以上になられた方を対象と

して敬老会を開催していますが、敬老者の方から、同学年なのに敬老会へ招待されない方もい

るので一緒に参加させてほしいという要望がございます。このことを踏まえまして、平成27年

度からの敬老会は招待者の年齢基準日をその年度において77歳以上になる者へ改めて開催する

こととし、本条例に規定する敬老祝金及び敬老祝品の支給についても、その年度において支給

対象年齢に達する者に改正するものでございます。 

  また、敬老祝金の支給に当たりましては、その年の９月１日を支払い基準日と定め、敬老会

の開催日までに受給者が死亡した場合には敬老祝金を弔慰金とみなしてその者の葬祭を行う者

に対して支給するものでございます。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。６番髙橋聡輔君。 

○６番（髙橋聡輔君） １点だけ確認させていただきます。 

  ただいま新しく第６条弔慰金というところで追加されましたけれども、ここの件について、

これに至った経緯等をよろしければ詳しく教えていただきたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 保健福祉課長。 
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○保健福祉課長（下山 茂君） 保健福祉課長、お答えします。 

  今回、敬老会の対象者の年齢基準日の見直しとあわせましてこの６条を追加させた件につき

ましてご説明申し上げます。 

  町で行う敬老会につきましては、９月の第２あたりのということで、日にちがその年によっ

て違っております。それで、現在の祝金等の条例では受給者が敬老会前に亡くなるとあらかじ

め通知を出していてもそこで受給権が消滅してしまうというようなことで、これまでも、一番

最初に中新田地区の敬老会を開催するんですが、その日を支給基準日としているんですが、そ

れまでに亡くなる方が２人ぐらいとか３人ぐらいいるというようなこともありました。そうい

ったことで、これまで基準日も明確になっていなかったということもございましたので、９月

１日を基準日としまして、それ以降に敬老会の最初に開催する日までに亡くなった場合でも、

この祝金相当分を弔慰金という形で葬祭を行う方に支給したいということで追加させていただ

きました。よろしくお願いいたします。 

○議長（下山孝雄君） ほかにございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたします。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしといたしま

す。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第14号加美町敬老祝金等支給条例の一部改正についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしといたします。よって、議案第14号加美町敬老祝金等支給条

例の一部改正については原案のとおり可決することに決定いたしました。 

  少しお待ちいただきたいと思います。 

  東日本大震災の発生から間もなく４年が経過し、５年目に入るわけであります。死者・行方

不明者１万8,475人のとうとい命が犠牲になりました。ここで、物故者となられました多くの

方々に謹んで哀悼の意を表し、また、被災地のいち早い復興を願い、黙禱をささげたいと思い

ます。 

  皆様、恐れ入りますが、ご起立をお願いいたします。46分になりましたら黙禱をお願いいた

します。 

  黙禱。 
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     〔黙  禱〕 

○議長（下山孝雄君） お直りください。 

  着席願います。 

  再開いたします。 

                                            

     日程第１８ 議案第１５号 加美町介護保険条例の一部改正について 

○議長（下山孝雄君） 日程第18、議案第15号加美町介護保険条例の一部改正についてを議題と

いたします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） お亡くなりになった方々に心からご冥福をお祈りするとともに、一日も

早い復興をお祈りしたいと思っております。 

  議案第15号加美町介護保険条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

  介護保険事業とその財源となる65歳以上の介護保険料は、３年を１期として見直しを行って

います。国では、ことしの４月から事業者へ支払う介護報酬の改定率を全体で2.27％引き下げ

ることを決定しましたが、本町では高齢化の進行による要介護認定者が増加傾向にあり、今後

も介護給付費の増加が見込まれます。また、65歳以上の介護保険料の負担割合が引き上げられ、

負担区分も５段階から９段階へ細分化されます。さらに、地域の実情に応じた取り組みができ

る介護予防日常生活支援総合事業が４月からスタートすることに伴い、予防給付における訪問

介護と通所介護が地域支援事業に移行することとなります。このため、介護保険法の改正に合

わせて加美町介護保険条例の一部を改正するものでございます。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたしま

す。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしといたしま

す。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第15号加美町介護保険条例の一部改正についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 
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     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしといたします。よって、議案第15号加美町介護保険条例の一

部改正については原案のとおり可決することに決定いたしました。 

                                            

     日程第１９ 議案第１６号 加美町地域包括支援センター条例の一部改正について 

○議長（下山孝雄君） 日程第19、議案第16号加美町地域包括支援センター条例の一部改正につ

いてを議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第16号加美町地域包括支援センター条例の一部改正についてご説明

申し上げます。 

  本案件は、本条例の根拠法令であります介護保険法が改正され４月から施行されることに伴

い、引用条項のずれが生じましたので、条例の一部改正を行うものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたしま

す。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしといたしま

す。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第16号加美町地域包括支援センター条例の一部改正についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしといたします。よって、議案第16号加美町地域包括支援セン

ター条例の一部改正については原案のとおり可決することに決定いたしました。 

                                            

     日程第２０ 議案第１７号 加美町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び 

                  運営に関する基準を定める条例の一部改正について 

○議長（下山孝雄君） 日程第20、議案第17号加美町指定地域密着型サービスの事業の人員、設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題とします。 
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  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第17号加美町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

  本案件は、介護保険法施行規則等の一部を改正する省令が平成27年１月16日に公布され、本

条例の基準である指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準の一部が

改正されましたので、所要の改正を行うものであります。 

  なお、今回の改正においては、国の基準を上回る内容や異なる内容を定める特段の事情や地

域の特殊性が認められないことから、国の基準を準用するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第17号加美町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしと認めます。よって、議案第17号加美町指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正については原案のとお

り可決されました。 

                                            

     日程第２１ 議案第１８号 加美町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、 

                  設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに 

                  係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準 

                  を定める条例の一部改正について 

○議長（下山孝雄君） 日程第21、議案第18号加美町指定地域密着型介護予防サービスの事業の

人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 
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○町長（猪股洋文君） 議案第18号加美町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備

及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準を定める条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

  本案件は、介護保険法施行規則等の一部を改正する省令が平成27年１月16日に公布され、本

条例の基準である指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地

域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部が

改正されましたので、所要の改正を行うものであります。 

  なお、今回の改正においては、国の基準を上回る内容や異なる内容を定める特段の事情や地

域の特殊性が認められないことから、国の基準を準用するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第18号加美町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並

びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基

準を定める条例の一部改正についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしと認めます。よって、議案第18号加美町指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正については原案のとお

り可決されました。 

                                            

     日程第２２ 議案第１９号 加美町熊野霊園条例の一部改正について 

○議長（下山孝雄君） 日程第22、議案第19号加美町熊野霊園条例の一部改正についてを議題と

します。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第19号加美町熊野霊園条例の一部改正についてご説明申し上げます。 
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  本案件は、熊野霊園の拡張工事の完了に伴い、新しく完成した墓地の使用料を定めるもので

あります。また、墓地使用者が負担する清掃料等について、現在の維持費や物価を考慮した料

金に改定するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。15番伊藤 淳君。 

○15番（伊藤 淳君） この議案第19号は、字句の変更というか、「埋葬」が「埋蔵」になると

いうのが大きな、あと要するに月々の経費ですよね、それを新しく設けるということで、この

間も説明をいただきまして理解したつもりでございますが、この「埋葬」を「埋蔵」に改める

というのはどういうような見解というか、どういう趣旨に基づいた変更になるのか教えてくだ

さい。 

○議長（下山孝雄君） 町民課長。 

○町民課長（小川哲夫君） 町民課長です。 

  埋葬というのは、法律では死体を土中に葬ることを埋葬といいます。つまり土葬のことを埋

葬といいます。そして、骨を焼くことを火葬と言うというふうになっております。それで、焼

骨の場合の使い方としては、焼骨を埋蔵するというふうに法律ではなっておりますので、それ

と整合性をとるためにこの条例を直しました。 

○議長（下山孝雄君） 伊藤 淳君。 

○15番（伊藤 淳君） ということは、この熊野霊園ができたときから、使われるべき文字は間

違っていたという見解で、今回改正だということでよろしいんですか。 

○議長（下山孝雄君） 町民課長。 

○町民課長（小川哲夫君） 埋葬法は昭和23年からの法律でして、そのときからその埋葬、埋蔵

という使い方をしているということで、この条例の前からそういう言葉を使っておりました。

間違いということで訂正いたします。 

○議長（下山孝雄君） ほかに質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたしま

す。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしといたしま

す。 

  これにて討論を終結いたします。 
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  これより議案第19号加美町熊野霊園条例の一部改正についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしといたします。よって、議案第19号加美町熊野霊園条例の一

部改正については原案のとおり可決することに決定いたしました。 

                                            

     日程第２３ 議案第２０号 加美町農業委員会の委員の定数等に関する条例の一部改 

                  正について 

○議長（下山孝雄君） 日程第23、議案第20号加美町農業委員会の委員の定数等に関する条例の

一部改正についてを議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第20号加美町農業委員会の委員の定数等に関する条例の一部改正に

ついてご説明申し上げます。 

  本案件は、農業委員会等に関する法律第12条第１号の規定に基づく選任委員の推薦団体であ

る六の国農業共済組合を含む県内８農業共済組合が平成27年６月１日に合併により新たに宮城

県一円を区域とする宮城県農業共済組合を設立し、六の国農業共済組合が解散することにより、

条例の一部を改正するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第20号加美町農業委員会の委員の定数等に関する条例の一部改正についての採

決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしと認めます。よって、議案第20号加美町農業委員会の委員の

定数等に関する条例の一部改正については原案のとおり可決されました。 
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     日程第２４ 議案第２１号 加美町営放牧場条例の一部改正について 

○議長（下山孝雄君） 日程第24、議案第21号加美町営放牧場条例の一部改正についてを議題と

します。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第21号加美町営放牧場条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

  本案件は、加美町営放牧場の指定管理委託に伴い、加美地区公共牧場整備事業により整備す

る管理棟の位置及び新たな使用料の上限を設定し、健全な経営運営と放牧事業の啓蒙普及を促

すため、条例の一部を改正するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。９番木村哲夫君。 

○９番（木村哲夫君） まず、資料の確認をさせてください。料金800円でしょうか。対照表の

ほうだと880円と800円とありますが、和牛と乳牛の差があるのか同じなのかですね。 

  それとこの料金設定なんですが、改定前と改定後でかなりの差があるんですが、この辺の算

定根拠とか経営関係、そういった800円なのか880円なのかあれですけれども、その根拠を教え

ていただければ。 

○議長（下山孝雄君） 農林課長。 

○農林課長（鎌田良一君） 農林課長、お答えいたします。 

  資料の880円、間違いでございます。800円でお願いいたします。 

  この条例の改正につきましては、現在の385円から800円ということで大変高くなったような

印象がございますが、後でまたお願いします指定管理への移行を今考えておりますので、指定

管理になった場合の最高の上限を800円といたしまして、その範囲内で町長と指定管理者の間

で協議をして定めるということになっております。現在考えておりますのは、１日当たり400

円を想定しております。正式には、今放牧場の検討委員会に諮問しておりますので、答申があ

って正式に決まる形になりますが、想定は400円ということで想定しております。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） 木村哲夫君。 

○９番（木村哲夫君） 料金についてはわかりました。 

  そうすると後で聞いたほうがいいんですかね、指定管理。要は、今度でき上がる受け入れる

量と預け入れる側の需給のバランスというのは当然検討はされているんだと思うんですけれど
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も、その辺、見通しといいますか、見込みがわかりましたらお願いします。 

○議長（下山孝雄君） 農林課長。 

○農林課長（鎌田良一君） 農林課長、お答えいたします。 

  当初１年目、平成27年度につきましては、稼働率70％ということで想定しております。２年

目に85％、３年目に90％ということで、それ以降４年目、５年目に95％という形で運営の収支

計画は試算をしております。 

  以上でございます。（「頭数はどうなんですかと聞いているんです」の声あり） 

○議長（下山孝雄君） 農林課長。 

○農林課長（鎌田良一君） 大変失礼しました。頭数につきましては、今アンケート調査をした

結果、かなり希望者が多いということでございますし、それから、先般、ことし初めて冬期間

試験使用ということで１月から冬期間の使用も行っておりますが、50頭満杯ということで、さ

らに預託したいという希望がございまして、７月の肉用牛の供用開始前に古い育成牛舎の一部

を開放して対応したいなというようなことを今考えております。予定としましては稼働率は結

構高くなるのかなというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） ほかにございますか。（「なし」の声あり）質疑なしといたします。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしといたしま

す。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第21号加美町営放牧場条例の一部改正についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしといたします。よって、議案第21号加美町営放牧場条例の一

部改正については原案のとおり可決することに決定いたしました。 

                                            

     日程第２５ 議案第２２号 加美町有林管理事業労務者退職手当支給条例の一部改正 

                  について 

○議長（下山孝雄君） 日程第25、議案第22号加美町有林管理事業労務者退職手当支給条例の一

部改正についてを議題とします。 
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  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第22号加美町有林管理事業労務者退職手当支給条例の一部改正につ

いてご説明申し上げます。 

  本案件は、町有林管理事業労務者につきまして、これまで４月１日から９カ月間の雇用とし

ておりましたが、平成27年度からは通年雇用とすることに伴い、条例の一部を改正するもので

あります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。14番工藤清悦君。 

○14番（工藤清悦君） 今までは９カ月ということだったんですけれども、これから通年という

ことです。冬期間に働けないからというようなことだったんでしょうけれども、職員の方、働

く方にとっては通年雇用というようなことは非常に大事なことなのかなというふうに思ってお

ります。そういった中で、９カ月、延長ということでなくて３カ月間余計働けるという状況な

んですけれども、その間のこの町有林管理事業労務者の仕事の宛てがいといいますか、どうい

うことを想定されているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 森林整備対策室長。 

○森林整備対策室長（長沼 哲君） 森林整備対策室長でございます。 

  今想定しておりますのは、一般質問の中にもございました里山の天然林、広葉樹等の間伐な

りで、そこから発生した材のまきをつくったり、あとは一応平成27年度中に小規模ではござい

ますが20俵程度の炭窯を作製したいと。それで、補助事業等で入れますとどうしても縛りがご

ざいますので、炭窯を昔からつくっている人に教えをいただきまして、昔は木があるところに

窯をつくって焼いたわけですから、そういう感覚の窯をつくって事業団員にその炭窯の技術の

継承をしていただきたいと。あと、軌道に乗ればチップ材の作製だったり、あとはできれば通

年で荒沢自然館を開館したいというふうに考えていまして、そのときの昔のかんじきだったり、

今のスノーシューという道具だったり、あとは歩くスキーだったり、その辺の指導者的な案内

人役みたいな形でできれば冬期間やってみたいというふうに考えています。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） ほかにございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。 
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  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第22号加美町有林管理事業労務者退職手当支給条例の一部改正についての採決

を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしと認めます。よって、議案第22号加美町有林管理事業労務者

退職手当支給条例の一部改正については原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第２６ 議案第２３号 加美町総合計画基本構想及び基本計画の策定について 

○議長（下山孝雄君） 日程第26、議案第23号加美町総合計画基本構想及び基本計画の策定につ

いてを議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第23号加美町総合計画基本構想及び基本計画の策定についてご説明

申し上げます。 

  本案件は、平成17年に策定しました第１次加美町総合計画の計画期間が平成26年度で終了す

ることから、今後本町において展開していく各種施策や事業計画の総合的な指針とするため、

計画期間を平成27年度から平成36年度までとする第２次総合計画を策定するため、加美町議会

の議決事件に関する条例第２条の規定により議会の議決を求めるものであります。 

  今回の計画策定につきましては、加美町新町建設計画と整合性を図りながら、町民満足度調

査やまちづくりワールドカフェ、町政懇談会等での町民の意見等を踏まえ、庁内組織において

素案を作成し、加美町総合計画審議会での専門的な見地や町民としての視点をもとに活発なご

審議をいただいた上で策定したものです。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。４番早坂忠幸君。 

○４番（早坂忠幸君） 2011年、平成23年ですかね、地方自治法の改正でこの基本構想・計画の

策定義務がなくなったということを知ったんですけれども、それで、まず１つお聞きしますけ

れども、昔は補助事業を実施する場合、特に土地改良関係が多かったんですけれども、この総

合計画、それから基本構想・計画、そして実施計画をコピーして申請したことがあったんです。

今はその辺どうなっていますかね。なければないでいいんです。あればこういうことで使って
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いるとか。 

○議長（下山孝雄君） 農林課長。 

○農林課長（鎌田良一君） 農林課長、お答えいたします。 

  今、特にそういったことはなかったかなと思っております。 

○議長（下山孝雄君） 早坂忠幸君。 

○４番（早坂忠幸君） 全協のときにもちょっとお話ししたんですけれども、今回の総合計画の

町の将来像の中に、町長の考えといいますか、善意とお金が回るんだというようなことが入っ

ていますよね。先ほど言った策定義務がなくなったということは、ちょっと調べてみたんです

けれども、自治体であったんです、これをつくらない、廃止した自治体が。かわりに４年単位

の指針をつくった自治体があります。なぜこのようにしたかというのをちょっと調べたんです

けれども、総合計画は10年、それから首長の任期、要するに町長のですね、４年です。このず

れが問題を生ずるということで、策定をしなくなったということでした。この10年間の今回の

これが例えば成立を前提にちょっとお話ししますと、選挙があると。そうした場合に、総合計

画を立てた首長さんが落選して、新しい町長が誕生する。そうすると新しい町長はその計画に

拘束されることになるということでした。新しい町長が自分の考え、要するにマニフェストで

やることになると、今回この議会で議決したことを無視していいのかという問題が出るという

ことが書かれていました。 

  ここでちょっとお聞きしたいんですけれども、この総合計画策定前ですね、こういう自治法

の改正等があって、総合計画の廃止についての議論とかそういうのは一切なかったわけですか。

今までどおり総合計画をつくるということで今回の計画をつくったということになりますか。 

○議長（下山孝雄君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（髙橋 洋君） 企画財政課長です。 

  今のご質問でありますが、総合計画をつくらなくていいかどうかという議論はしておりませ

ん。当然必要だと思って今回策定をいたしました。 

○議長（下山孝雄君） 早坂忠幸君。 

○４番（早坂忠幸君） それで、私もこれをちょっといろいろ考えたんですけれども、９日の19

番議員への町長の答弁で、マニフェスト対応型として４年ごとに計画を見直ししますかという

質問に対して、町長は４年ごとの見直しが必要と答弁しました。今でもその気持ちは変わりま

せんか。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 
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○町長（猪股洋文君） まず、今回の計画は新町建設計画との整合性を持たせるという意味で、

平成30年、いわゆる４年後には見直しをするということにしておりますので、この策定をする

しないということにかかわらず、見直しは必要であるというふうに思っています。 

  なお、今回の計画に当たりましては、「共生」「協働」「自治」という理念、これは普遍的

な理念だと私は思っております。そういった理念のもとに、この「善意と資源とお金が循環す

る町」といいますのも、いろいろな表現の仕方はあるでしょう。しかしながら、これもどこの

町でも取り組もうとしている、いわゆる持続可能な町の姿をあらわしておりますので、これは

どなたが町長になろうとも、私はやはりこういった考え方に基づいて今後町をつくっていくべ

きだろうと。そして、やはり義務はないにしても、この総合計画というものをきちんとやはり

町民と一緒になってつくっていくと。そして、そのもとで各種施策、事業を展開していくとい

うことが重要であろうというふうに思いましてつくった次第でございます。 

○議長（下山孝雄君） ほかに質疑ございませんか。１番味上庄一郎君。 

○１番（味上庄一郎君） 今の４番議員に関連することなんですけれども、私もやはり４年ごと

のマニフェスト的な計画のほうがいいのではないかなというふうに思います。というのは、こ

れは町長が今度の選挙で誰かが出て勝つとか負けるとかそういう話ではなくて、かえって町長

ご自身も、８月に当選されましたら、また次の４年後に新たな目標であったり、その考えとい

うものを反映できるのではないかというふうな思いもしているわけであります。ですから、そ

れに縛られるようなことではなくて、やはり４年ごとの総合計画というものが私もいいのでは

ないかなというふうに思っているんですが、町長の見解を伺いたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） 実はもっと長いスパンの総合計画もございます。私は逆にもっと長いの

があってもいいだろうと思っています。なぜかといいますと、この人口減少、これはもう推定

が出ているんですね。ほぼそれに沿ってどこの市町村も減少しているという状況です。ですか

ら、これが10年ではなく20年、30年という計画になりますと、よりその傾向が明らかになると、

もっと町民が危機感を持つということもあります。ですから、私は10年というものが決して長

いとは思っておりません。ただ、時代のさまざまな環境の変化というものがありますので、当

然これは見直しということは必要だろうと思っております。そういった意味から、10年の計画

をつくり、そして４年後には見直すということにしておりますので、ご了解いただきたいと思

います。 

○議長（下山孝雄君） ほかに。８番伊藤由子さん。 
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○８番（伊藤由子君） 私、総合計画の策定体制の図を先日見て思いましたが、１人１プロジェ

クトの話が午前中にありました。それと総合計画策定ワーキンググループ、このグループが５

つに分かれていたんですが、こういったグループとさっきの１プロジェクトとの、クロスした

りするということがあったのではないかなと。１人１プロジェクトのほうから生かされた提案

というのはなかったかどうかお伺いしたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（髙橋 洋君） 企画財政課長です。 

  この総合計画の策定にかかわりましたワーキンググループについては、それぞれの担当課の

中での専門の知識を持った方々でそれぞれの分野で素案をつくっていただきました。ただ、１

人１プロジェクトで提案された中身、例えば子育て支援とか、そういったものについては当然

今回の総合計画にも生かされているということでございます。 

○議長（下山孝雄君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） 先日、テレビだったんですが、女川の復興計画をずっと追っている番組

がありました。そこで、とてもストレートな言い方ではありますが、どんなスタンスでやった

かというと、そこにかかわった人たちの発言なんですが、還暦を超えた者たちは黙って見てい

ると。口出しを多くはしない。若者たちに将来を託そうというふうなサポート体制につくとい

うふうな話を、その復興計画をつくっていく中でそういうスタンスでやったというふうな話が

ありました。 

  私は、今のお二人の話も聞きながら、１人１プロジェクトからの提案とかワーキンググルー

プからの提案というのは、とても若い人たちが将来を真剣に考えてつくっていったのではない

かなと思ってとても希望を持っているんですが、その中で特徴的な活動をしていた部会だった

なというふうな、そういう印象がある部会がありましたら、何か例を挙げて紹介していただけ

れば、私はもっと希望が広がるような気がしますので、ぜひ紹介してください。 

○議長（下山孝雄君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（髙橋 洋君） 企画財政課長です。 

  特にということでありますが、どの部会も真剣な議論をしていただきました。私から特にこ

れという部会のですね、ここではちょっと、なかなか申し上げづらいんですけれども、全て真

剣に議論していただきました。 

○議長（下山孝雄君） 子供たちの作文なんか。いいですか。伊藤由子さん。（「１人１プロジ

ェクトでないですけれども」の声あり） 
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○８番（伊藤由子君） ワーキンググループでもいいですし、１人１プロジェクトからの提案で

もいいですし、何か将来構想について発言があったりいろんな活動をしたと思うんですが、長

いスパンでこれからを見据えた若者たちの活動の一端を聞かせていただければ、もっと希望が

持てるんじゃないかと思います。特にと言われてもちょっと悲しいものがありますので、誰か

フォローしてください。 

○議長（下山孝雄君） 副町長。 

○副町長（吉田 惠君） 副町長でございます。 

  １人１プロジェクトの件でいいますと、移住・定住というのを今回町として取り上げていま

すが、既に平成25年のときに田舎暮らしの勧めというものをテーマとしてつくったグループが

おりました。田舎ってこんなに魅力的なんだよと。加美町に暮らすとこんないいことがあるよ

というようなことをまとめたものです。そういうものとか、その他たくさんございまして、実

は拍手の量で順位もつけるということもしておりまして、町長賞というのとか副町長賞という

のもございまして、夜、某居酒屋で懇親会もしました。大変盛り上がりましたけれども、そう

いうようなところで魅力発信プロジェクトですとか加美町のお宝発見プロジェクトとか、そう

いうさまざまなことがありました。そういうものがこの構想をつくるに当たってのさまざまな

職員の中の夢が詰まっているのではないかというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） ほかに質疑ございますか。14番工藤清悦君。 

○14番（工藤清悦君） 町長、お伺いをしたいと思います。 

  特徴的に見ますと、以前の総合計画は合併して３つの地区の融合といいますか均衡ある発展

というものに趣があったのかなと、私の感想があります。その中で、猪股町長が町政を担うよ

うになってから、自然との共生、町民との協働、３極自立ということの中で町政を進められて

きました。今回、私も審議会にまざらせていただいたんですけれども、私も議員になる前も前

の中新田時代の総合計画の審議会にもまぜてもらったこともあるんですけれども、町長意向と

いう部分がこのくらい強く反映した総合計画はないだろうというようなことで感想は持ってい

ます。ただ、風見先生から言わせれば、実際現実的な方向性、町民が目に見えるイメージでき

る方向性を示すべきだと。よその自治体でもそうやっているんだというようなことがあって、

そういう流れなのかなというようなことでは理解はしました。 

  それで、我々議会としても、議員会で２月24日に風見先生をお招きいたしまして勉強会を開

かせていただきました。その中で、常々まちづくりについて思っていることをお聞きしたんで
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すけれども、今回、協働の景観まちづくりプランとも重なるというかリンクというか、ともに

まちづくりで担っている部分もあるなというようなことは感じさせていただきました。そうい

った中で、本来なら一般質問で私この話題を出すべきなんでしょうけれども、常々町長の言う

「３極自立」という部分が頭の中にあって、特に東北陶磁館やら縄文館を有効利用するために、

中新田地区でなくてやっぱり陶芸という部分でその地区の特色を生かしながら移住・定住に利

活用できないものかなというような思いがあって風見先生にご質問したところ、やはり先生は、

その地域で磨くものがあったほうがいいという、そして回遊しながらそういう施設は利用でき

るんじゃないかというような話を聞いて、ここで言うのは大変失礼なんですけれども、余り利

活用されていない施設という認識だけではだめだなというふうな思いをさせていただきました。 

  実際、この総合計画の中で、確かに町長が就任したときに３極自立というようなことがあっ

たんですけれども、確かに中新田は音楽、あとは小野田、今のところは観光、それから宮崎が

今は町の活性化に向けて町並みの関係でやっていますけれども、それが本当の意味での３極自

立なのかというようなことが自分の中にはありまして、この総合計画に生かされている町長の

３極自立の思いというものをどう我々は受け取ったらいいのかなというような思いもしていま

す。そういう意味での３極自立と総合計画のかかわりというものを我々はどう理解したらいい

のか、ちょっとお話をいただければと。本来ならここでするべき話ではないと思うんですけれ

ども、町長が上程している内容と違うよと言われても、それはそれで結構でございますけれど

も、もしお答えいただけるならば。お話しいただけるならばですね。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） この３極自立という考え方には２つの面があります。これは何度もご説

明をしてきております。１つは、行政サービスを維持するということです。もう一つは、それ

ぞれの地域の特色を生かしたまちづくりを主体的にやっていくということでございます。そう

いった２つの考え方に立って、支所の定数もふやしたり支援員も配置をしたりということをや

ってきているわけです。また、もう一つの住民が主体となって各地域の特色を生かしたまちづ

くりということ、これに関してもそれぞれの地域でにぎわいづくり委員会等を立ち上げ、ある

いは宮崎については活性化のための委員会を立ち上げたりというふうな住民主体の取り組みを

しているわけです。これが私がこれまで述べてきた３極自立という考え方でございます。 

  それで、今回の総合計画には「自治」という形でその理念を盛り込ませていただいたわけで

すけれども、今申し上げたように、この３極自立の最も大事なところは、私は住民自治という

精神だろうと思っています。自分たちの地域は自分たちで守っていくと。また、自分たちで興
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していくと。そういった理念に基づいたまちづくりが大事だと思っておりますので、「自治」

という形で表現させていただいております。 

  また、国におきましても、以前は合併をして１つにまとめるというふうな考え方でありまし

たけれども、今、国は方向を転換いたしまして、いわゆる切り捨てはしないと。小さな拠点づ

くりをしていくというふうな考えを述べておりますので、そういったものにもこの３極自立と

いう考え方は合致するものだろうというふうに思っております。決してこれはばらばらという

ことではなくて、それぞれがそれぞれの地域に愛着と誇りを持って自治の精神でまちおこし、

まちづくりをやっていくと。持続可能な地域をつくっていくというふうに捉えていただきたい

と思っております。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） 工藤清悦君。 

○14番（工藤清悦君） 何もそれぞれの地区がばらばらにというようなことの思いでお話しした

わけではありません。やはり加美町が一つとなった中で、町長が言うようにそれぞれの地区が

輝いていくという部分での手法というものが必要なんだろうというふうには思います。ただ、

私ずっと一般質問なりなんなりでお聞きしていまして、行政サービスまたは行政の役目と町民

の役割、今町長が住民自治と言いましたけれども、どうもその境が事の次第によってはぶれが

出ているんじゃないかなと私は感じています。町でやるべきじゃないですかというお話、また

は誘導しなくちゃいけない、支援しなくちゃいけないんじゃないですかというときには住民自

治、あとは住民が担い手。あとは、町長がこれから目指すことは調査研究していきますという

ところで、私は一般質問を聞いていて二分されているんだなというふうに思いましたけれども、

ただ、それはそれで見解の相違でしょうから答弁は要りませんけれども、ばらばらということ

でやったわけではありませんけれども、今後この加美町の総合計画または基本計画に向けて、

それぞれの立場で、町民も加わりながら、やっぱり地域づくりに頑張っていかなくちゃいけな

いという思いは議会も執行部も同じだと思いますので、その辺はよろしくお願いをしたいと思

います。 

  あと、全協で説明があったときにも、これを町民にいかに周知、お知らせ、そして共通の認

識を共有していくかということをお話しさせてもらったんですけれども、場所はちょっと、う

ちに行けば資料があるからわかるんですけれども、ある研修に行ったときに、ダイジェスト版

をつくっているんですけれども、こういうことを町で目指しますよという中の下に、後で企画

財政課に資料を持っていきたいと思いますけれども、「私たちができること」というのが一言
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入っていたんですよね、町民目線でですね。町が目指すことと町民ができることという、その

兼ね合いというかバランスがすごくいいなと思ったものがありましたので、ぜひ町民の方々に

この総合計画または基本計画が理解できるようないいダイジェスト版をお願いしたいというふ

うに思います。 

  以上です。 

○議長（下山孝雄君） 答弁はどうしますか。（「要りません」の声あり） 

  ほかにございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたします。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしといたしま

す。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第23号加美町総合計画基本構想及び基本計画の策定についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしといたします。よって、議案第23号加美町総合計画基本構想

及び基本計画の策定については原案のとおり可決することに決定いたしました。 

                                            

     日程第２７ 議案第２４号 公の施設の指定管理者の指定について（加美町営放牧 

                  場） 

○議長（下山孝雄君） 日程第27、議案第24号公の施設の指定管理者の指定について（加美町営

放牧場）を議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第24号公の施設の指定管理者の指定について（加美町営放牧場）に

ついてご説明申し上げます。 

  本案件は、小野田薬莱原放牧場、小野田下台野放牧場、小野田天ヶ岡放牧場、３カ所の町営

放牧場の指定管理者として、一般社団法人加美町畜産公社を平成27年４月１日から平成30年３

月31日まで３年の期間を指定したいので、地方自治法第244条の２第６項の規定により議会の

議決を求めるものであります。 

  一般社団法人加美町畜産公社は、平成25年１月に設立され、現在、中新田青木原地区の加美

町土づくりセンター施設について平成25年４月から町の指定管理者として管理運営を行ってお
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ります。また、当社においては加美町の資源循環型の推進と畜産振興に寄与することを目的と

していることから、土づくりセンター事業との連携及び一体的な管理運営が可能であり、効率

化と経費節減も図られ、さらには放牧事業を活用した生産振興事業に大きく貢献されるものと

判断し、本議会に提案させていただくものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。17番一條 光君。 

○17番（一條 光君） 今回の育成センターの整備だけで複数年度にまたがった整備費というの

は４億3,000万円ほど費やしているわけでありまして、かなりの規模であります。飼養頭数は

200頭だと。そうしますと、関連あるＪＡの組合長が運営するところの畜産公社に委託をする

わけでありますけれども、やはりそれを運営するためにはかなりのエキスパートといいますか、

運営する手腕を持った方を準備しないとなかなかうまく運営できないのではないかと思います

けれども、この指定管理者の委託する経費の中にそういった人材養成の部分が含まれているの

かどうか伺います。 

○議長（下山孝雄君） 農林課長。 

○農林課長（鎌田良一君） 農林課長、お答えいたします。 

  まず、人材育成につきましては、現在牧場で働いていただいています方に今月の16日から２

週間ほどではございますが北海道に研修に行っていただくという予定にしております。さらに、

４月以降に、指定管理以降になりますけれども、あわせて新たにもう１人研修に行っていただ

いて、すぐにはエキスパートというわけにはいかないかとは思いますが、そういった研修の機

会を設けまして、安心して預けてもらえるような体制をつくっていきたいというふうに考えて

おります。 

  以上でございます。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） 今農林課長がお話ししたように研修にやるわけですが、研修先は一條議

員と私もお供させていただきました浦幌の模範牧場のほうに研修にやりますので、浦幌模範牧

場のノウハウをしっかりと学んできてほしいというふうに思っております。 

○議長（下山孝雄君） 一條 光君。 

○17番（一條 光君） 町長がおっしゃられたように、たしか３年ほど前だったと思いますけれ

ども、当時の池田組合長と私とそして町長と、浦幌の模範牧場を視察してまいりました。そこ
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は以前町の職員だった方が公社の運営に当たっている、社長に当たっているということでござ

いまして、毎年放牧場から1,000万円ずつ町の会計に繰り出しをしているというくらい模範に

なる牧場でございました。その方は、やはり個人的にも畜産に関心があったのかどうか、牛に

関心があったのかどうかはわかりませんけれども、自費でニュージーランドに７回にわたって

土づくりを学んできたということでございました。帰り際、町長さんと組合長さんと話し合っ

たのは、やっぱり人だなと。町長も、人ですよねというお話をされて、そういった経緯がある

ものですから、さぞかし吟味をした人づくりをしているのかなと思いきや、１週間２週間では

単なる遠足じゃないですか。やっぱり１年を通して、最低そのぐらい期間をかけて養成をしな

いと、本物ができ上がってこない。責任ある運営が任されないというような気がしますけれど

も、いかがですか。 

○議長（下山孝雄君） 農林課長。 

○農林課長（鎌田良一君） 農林課長、お答えいたします。 

  確かに１年とか２年、長期に研修できる体制があれば非常によろしいかと思いますけれども、

当初平成24年度から３カ年で事業も完成する予定でございましたが、国の補助金等の絡みでち

ょっと事業も平成27年度まで延びるというようなこともございまして、なかなか思うように研

修に出せなかったという事情もございます。 

  なお、これまで２名の方が、ずっとこの放牧場の運営にかかわっている方がおりますので、

ベテランの方でございますので、そういった方々の力をフルに引き出して、新しく就業する

方々の指導も兼ねながら人材を育てていって、この指定管理の３カ年の間に十分な責任ある仕

事ができるような形での人材育成にしていきたいというふうに思います。 

○議長（下山孝雄君） 一條 光君。 

○17番（一條 光君） できるだけお金をかけないでという考え方はわかるんですけれども、取

り組む事業の規模がこれぐらい大きいと、そんな片手間にやろうとすること自体、私は方向性

が間違っていると思います。やはり今は遺伝子情報が解読をされて、そのゲノムを利用した、

やはり牛には人の遺伝子操作みたいな倫理規定がありませんで、どんどん進んでいるんですよ。

そういったものをきちんと理解した上で、繁殖とか、あるいは育成技術とか、病気に対する抵

抗性とか、そういったものを理解した上で運営することができるような人材を本当は既に養成

してこなくてはならなかったのではないかと思うんですよ、事業をやるのと並行してですね。

そういう部分はちょっと足りないなと。物をつくればいい、ハード面を整備すればいいという

のではなくて、やはり大事なところは、加美町の畜産行政のベースになる部分ですから、そう
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いった趣旨で進めば、多少の経費はさっぱり惜しくないというような気がしますけれども、町

長次第だと思いますので、見解をいただきたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 町長。 

○町長（猪股洋文君） 先ほど農林課長が話したように、ちょっとこの整備に関しては、本来は

早く職員を採用して研修に出したかったわけですが、国からの交付金が県全体６割ということ

で、いつオープンできるかわからないというふうな状況もありまして不確定要素があったもの

ですから、採用等もおくれて、研修もおくれてしまったわけですけれども、引き続きこの人材

の育成というものには力を注いでまいりたいと思っております。 

○議長（下山孝雄君） ほかにございませんか。４番早坂忠幸君。 

○４番（早坂忠幸君） 収支計画の中で委託料収入（薬莱地区除雪業務）、これは前は薬莱振興

公社にやっていまして、早朝除雪ということで原町の信号のところから滝庭、そして南滝庭、

あと薬莱の施設とやっていたんですけれども、その分がそっくり今回の、公社から公社のほう

に移るという考えでよろしいんですか。 

○議長（下山孝雄君） 農林課長。 

○農林課長（鎌田良一君） 農林課長、お答えいたします。 

  議員おっしゃるとおりでございます。 

○議長（下山孝雄君） ほかにございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第24号公の施設の指定管理者の指定について（加美町営放牧場）の採決を行い

ます。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしと認めます。よって、議案第24号公の施設の指定管理者の指

定について（加美町営放牧場）は原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第２８ 議案第２５号 字の区域を新たに画することについて 

○議長（下山孝雄君） 日程第28、議案第25号字の区域を新たに画することについてを議題とし

ます。 
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  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（猪股洋文君） 議案第25号字の区域を新たに画することについてご説明申し上げます。 

  本案件は、農林水産省が所管する国有林内において国道347号線道路改良事業の施行により

道路用地となった区域について、国土交通省への所管がえに伴う不動産登記の手続上、字の区

域を新たに画することが必要となったため、地方自治法第260条第１項の規定により議会の議

決を求めるものであります。 

  なお、字名については、現況の国有林名や以前に画した字名、今回の位置関係などを考慮し

寒風沢岳東が妥当であると考え、これを使用するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山孝雄君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。13番高橋源吉君。 

○13番（高橋源吉君） ただいまの町長の説明ですと、これまでの林班、そういったものをもと

にして字名を決めたということでありますけれども、もともとこの部分ですが、鳴瀬川の内川

と呼ばれる部分が川境で小野田、宮崎で境ができていた部分かなと思います。それで、何とな

くふだんあの道路を使っていますと、あの辺の工事名が宇津野だったり柳瀞だったりというふ

うに表示されていまして、確かに合併前は宮崎町分、間違いないわけでありますけれども、そ

うしますと何となく私としてはすごい違和感を感じるわけなんですね。途中まで宇津野あるい

は筒砂子、その次、また宮崎、寒風沢、その後、柳瀞というふうになっていくのかなと思うん

ですが、今回この丸のつけられている部分の道路部分だけのこれ字名なんでしょうか。この辺、

ちょっと、もしかしたらまた住所が飛んでしまうんじゃないのかなという感じもするんですが、

その辺のお答えをいただきたいと思います。 

○議長（下山孝雄君） 総務課長。 

○総務課長（髙橋 啓君） わかる範囲でちょっとお答えをさせていただきます。 

  新たに画する字に編入する区域ということで、加美町宮崎地内になっておりまして、寒風沢

岳国有林217林班ぬ小班のうちということで41.26平方メートル、それから、もう２カ所あるん

ですけれども、同じ林班の中で「わ」というところになります1,288.31平方メートル、同じく

林班で「か」という小班が5,155.77平方メートルという、合わせて6,487.34平方メートル、３

カ所に分かれていますので、ご案内の資料の地図のとおり、そういった内訳の面積がございま

す。これは旧町ではあらわされていない、要は国有林班の農水省管轄のところの道路のエリア

だけなんですけれども、今回そういった国交省のほうに移すということでございまして、これ
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が旧町のどちらに位置するかはちょっと把握はできないんですけれども、いずれ国有地として

定められているエリアを字をつけて道路の敷地とするといった内容でございまして、回答にな

っているかどうかわかりませんが、よろしくお願いします。 

○議長（下山孝雄君） 高橋源吉君。 

○13番（高橋源吉君） この住所がいいとか悪いとかという問題ではなくて、旧町、その時代の

ものをそのまま引きずってきたのかなと私は思うんです。間違いなく川がここの場所は境界で

ございました。それで、住所が変わったから云々って何もないんですけれども、この前後の道

路の関係とか、さまざまあると思うんですよね。その辺をすっきりさせるためにも、もう少し

考えていただければかえってよかったのかなと思います。 

  何でここにこだわるかといいますと、例えば合併前の町道ありますよね、旧宮崎、旧小野田、

旧中新田、道路が一本つながっていながらも、昔のままの路線名をいまだに使っていると。こ

れもその延長線上のような感じを私はしていまいまして、できればもう少しちゃんと考えてほ

しかったなと思ったところでございました。特に住所が悪いということではございませんので、

そのことだけこの場で述べさせていただいたところでした。 

  以上です。 

○議長（下山孝雄君） よろしいですか。（「はい」の声あり） 

  そのほかにございましたら。ありませんか。（「なし」の声あり）質疑なしといたします。 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしといたしま

す。 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第25号字の区域を新たに画することについての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下山孝雄君） ご異議なしといたします。よって、議案第25号字の区域を新たに画する

ことについては原案のとおり可決することに決定いたしました。 

  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日は、これで散会いたします。 

  なお、明日は午前10時まで本議場にご参集願います。 

  大変ご苦労さまでございました。 
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     午後４時０１分 散会 

                                            

  上記会議の経過は、事務局長二瓶栄悦が調製したものであるが、その内容に相違ないことを

証するため、ここに署名する。 

  平成２７年３月１１日 
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             署 名 議 員  伊 藤 信 行 


